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松山市は、市内東石井の公園整備に伴い、事前の発掘調査を実施しました。本書はそ

の調査成果をまとめたものです。

調査地は松山平野のほぼ中央に位置する独立丘陵で、『伊予国風土記』逸文に記され

ている「伊予三山」 (天山・星岡山 。東山)の一つとしてよく知られています。周辺に

は縄文時代をはじめとして古墳時代から中世にわたる数多くの遺跡が存在しています。

とくに、東山は、現在までの調査によって23基の古墳を検出し、松山平野の中でも有数

の古墳時代の群集墳であることが判明しています。

今回の調査からは、縄文土器、弥生時代前期の土媛墓、古墳 6基、中世の土器を検出

した。とくに、古墳 6基からは古墳の墳形と石室構造など松山平野全体の古墳形態を考

える上で貴重な資料となっています。また、弥生時代前期の土娠墓は松山平野で数少な

い出土例である。

このような成果をあげることができましたのも、関係各位の埋蔵文化財に対する深い

ご理解とご協力をたまわったお陰と心から感謝申しあげる次第です。

なお、本書が埋蔵文化財の調査研究の一助となり、文化財保護、荻育文化の向上に寄

与でき、今後各方面でご活用できれば幸いに存じます。

平成16年 3月 31日

財団法人 松山市生涯学習振興財団

理事長 中 村 時 広
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1.

2.

3.

本書は、松山市教育委員会文化教育課 (現文化財課)と 財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵

文化財センターが平成元年と平成 4年度に実施 した松山市東石井乙39-1外所在の松山市市有

地内における発掘調査の報告書である。

発掘調査は、松山市公園緑地課が公園整備に伴う事前調査として実施された。

遺構の作図・製図、遺物の実測・製図は高尾和長の指示のもと志賀夏行、水口あをい、仙波 ミリコ、

仙波千秋、東山里美、金子育代、高尾久子、田崎真理、中村紫、宮内真弓が行った。

遺構は呼称を略号で記述 した。土坑 :SK、 溝 :SD、 性格不明遺構 :SXで ある。

写真図版は高尾と大西朋子が協議 し、遺物の撮影及び図版作成は大西が行った。

遺構の写真撮影は高尾、松村淳、大西が行った。

遺構図と遺物図の縮尺は、縮分値をスケール下に記した。

本書に使用した方位は、すべて磁北である。

本書に関わる遺物や記録類は、松山市立埋蔵文化財センターで保管している。

鉄製品のX写真撮影及び分析では、東山古墳群 6次調査出土の鉄鉾・鉄刀は (株)京都科学に

業務委話 し、東山鳶が森古墳群 1次 。2次・東山古墳群 6次調査出土品と寄贈品は愛媛大学村

上恭通、田中謙氏に指導・協力を賜った。記して感謝申しあげます。

本書の執筆は高尾、山之内志郎、梅木謙―が行った。

本書の編集は高尾が行った。

製版 写真図版175線

印刷 平版オフセット印刷

用紙 カラー写真・本文 マットコー ト■Okg

写真図版     マットコー ト135kg

製本 アジロ綴

~ 
‖ ―
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27号墳羨道部出土遺物観察表 土製品

27号墳周清内出土遺物観察表 土製品

28号墳出土遺物観察表 土製品

29号墳出土遺物観察表 鉄製品

S D 201出土遺物観察表 土製品
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東山鳶が森古墳群 1次調査地 1号墳出土遺物観察表 鉄製品

東山鳶が森古墳群 1次調査地 3号墳出土遺物観察表 鉄製品

東山鳶が森古墳群 1次調査地 4号墳出土遺物観察表 鉄製品

東山鳶が森古墳群 1次調査地 6号墳出土遺物観察表 鉄製品

東山鳶が森古墳群 2次調査地 8号墳出土遺物観察表 鉄製品

寄贈品遺物観察表 鉄製品

松山平野の古墳時代朝鮮半島系遺物出土遺跡一覧

東山古墳群古墳一覧表

南中学校出土遺物観察表 土製品

写 真 図 版 目 次

巻頭図版 1.東山古墳群 (南上空より)

巻頭図版 2,29号噴出土鉄鉾・鉄刀

図版 1 1.東 山古墳群遠景 (南西より)

2.3次調査地現況 (南 より)

図版 2 1.ATl区 完掘状況 (1)(西より)

2.ATl区 完掘状況 (2)(西より)

図版 3 1.AT2区 完掘状況 (1)(西より)

2.AT2区 完掘状況 (2)(北東より)

図版 4 1.AT3区 完掘状況 (西 より)

2.AT4区 ・AT5区 東西ベル ト土層状況 (北 より)

図版 5 1.BT3区 完掘状況 (北東より)

2.BT4区 ・BT5区 完掘状況 (北東より)

図版 6 1.6次 調査地 1区現況 (北 より)

2.6次調査地 2区玩況 (南東より)

図版 7 1.1区 検出状況 (北 より)

2.1区完掘状況 (北 より)

図版 8 1.24号墳石室完掘状況 (西 より)

図版 9 1.24号墳石室・周清完掘状況 (北 より)

2.24号墳床面検出状況 (1)(東より)
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2.2区完掘状況 (西 より)図版10 1.24号 墳床面検出状況 (2)(東より)

図版19 1.20号 墳石室内遺物出土状況 (南 より)(南 より)2.24号墳閉塞状況 (1)

2.20号墳床面検出状況 (南 より)(東 より)図版■ 1.24号墳閉塞状況 (2)

図版20 1.26号墳 27号墳 28号墳完掘状況 (西より)
2.24号墳閉塞石除去後状況 (東 より)

2.27号墳完掘状況 (西 より)(東 より)図版12 1.25号 墳検出状況 (奥 )

図版21 1.27号墳周清内遺物出土状況 (東 より)
2.25号墳床面検出状況 (西 より)

2.29号墳完掘状況 (南 より)図版13 1.25号 墳遺物出土状況 (西 より)

(西 より)図版22 1.29号墳鉄鉾出土状況2.25号墳床面検出状況 (西 より)

(北 より)2.29号墳鉄刀出土状況図版14 1,S K101・ S K 102完 掘状況 (北東より)

図版23 1.24号墳主体部・周溝内 (62)出土遺物2.S K 101完掘状況 (北東より)

図版24 1.25号墳(63～ 65)・ SK102(67)SK103(68、 69)図版15 1.S K102完掘状況 (北東より)

M101(70、 71、 99)出土遺物(北東より)2.S K102遺物出土状況

図版25 1.S X101出 土遺物図版16 1,M10Ⅲ  Ⅸ 102完掘状況 (北 より)

図版26 1.20号墳(123、 125、 12027号墳石室内(128、 130、 132～2.凱 101遺物出土状況 (北 より)

136)。羨道部(137)周溝内(139～ 141、 144)出土遺物(南 より)図版17 1,SX102完掘状況 (1)

図版27 1.29号墳出土遺物(東 より)2.Ⅸ 102完掘状況 (2)

図版28 1. 29号墳 (147)'そ の他出土地点不明 (169～ 173)出土遺物図版18 1.2区 検出状況 (西 より)

第 4章 東山鳶が森古墳群 1次・ 2次調査出土品 。寄贈茜口
。3号墳 (1002～ 1008)。 4号墳 (1009～ 1018)出土遺物図版29 1.東山鳶が森古墳群1次調査地1号墳 (1001)

出土遺物図版30 1.東山鳶が森古墳群1次調査地6号墳 (1019～ 1022)、 2次調査地8号墳 (1023～ 1032)

図版31 1.寄贈品 (1)

図版32 1.寄贈品 (2)

第 5章 愛媛県内出土渡来系遺物

写真16 陶質土器 短頸重(字和町伊勢山大塚古墳)宇和町歴史民俗資料館蔵写真 1 高lThαlヶ 谷遺跡4次調査地)

写真17 陶質土器 高邦偏訴l町研勢山大塚古墳)個人蔵写真 2 高邦αⅢヶ谷遺跡4次調査地)

写真18 陶質土器 台付長頸壼6ヱ和町伊勢山大塚古駒宇和町歴史民俗資料館蔵写真 3 壷A(船 ヶ谷遺跡4次調査地)

写真19 陶質土器長頸壺併和町伊勢山大塚古n個人蔵写真4 壼B(船 ヶ谷遺跡4次調査地)

写真20 陶質土器長頸壺鮮和町宇和町歴史民俗資料館蔵写真 5 壷C(土壇原古墳群V遺跡12号蜀愛媛県教育委員会蔵

写真21 陶質土器 イ付壺は〉玉川町別所'く下>土壇原古墳群9号墳)
写真 6 壼C(船 ヶ谷遺跡4次調査地)

〈上〉玉川町教育委員会蔵 く下〉愛媛県教育委員会蔵写真 7 魃αⅢヶ谷遺跡4次調査地)

写真22 陶質土器 壺(宇和町岩木)個人蔵写真 8 把手付鍋αlヶ 谷遺跡4次調査地)

写真23 陶質土器 壼係 部)写真 9 把手付婉ω合ヶ谷遺跡4次調査地)

写真24 朝鮮系軟質土器(船 ヶ谷遺跡4次調査地)写真10 甕(土垣原古墳群12号墳)愛媛県教育委員会蔵

写真25 朝鮮系軟質土器αlヶ 谷遺跡4次調査地)長頸壺(松山市小野周辺)写真■ 陶質土器

写真26 算盤玉形紡錘車写真12 陶質土器 長頸壺(朝倉村樹之ホ古墳)側動銀埋蔵文化財調査センター蔵

(く手前〉猿ヶ谷2号墳封土内く左〉伊予市片山・太郎丸遺跡く右〉筋違B遺嚇写妄:13 陶質土器(伊予市猿ヶ谷2号墳封土内)愛媛県歴史文化博物館蔵

〈手前〉愛媛県歴史文化博物館蔵<左〉働予市教育委員会蔵く右〉小型器台得lヶ 谷遺跡4次調査地)写真14 陶質土器

写真15 陶質土器 高み短顕壺(朝倉村城ヶ谷古墳,朝倉村)朝倉村教育委員会蔵
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は じ め に

第 1章 は じ め に

1調査に至る経緯

平成元年と平成 4年に松山市東石井町に所在する星岡公園 (通称、東山)の整備事業に伴 う埋蔵

文化財の確認願いが松山市公園緑地課より松山市教育委員会文化教育課 (以下、文化財課)に提出

された。

申請地は、松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地の「東山縄文・弥生遺物包蔵地 東山古墳群」内

にあり、周知の遺跡として知られている。

また、包蔵地内では東山鳶が森古墳群 1次 。2次調査と東山古墳群 4次・ 5次調査の 4度の調査

が実施 され21基の古墳が調査 されている (西尾1978。 田城1994)。 よって文化財課では、現地踏査

を実施 した。その結果、申請地には古墳の存在が認められた。

現地踏査の結果を受け、文化教育課と公園緑地課ならびに (財)松山市生涯学習振興財団埋蔵文

化財センターの 3者は遺跡の取 り扱いについて協議を行い申請地内の本格調査を実施することとな

った。調査期間と担当者を記しておく。

東山古墳群 3次調査 面積 500ド

東山古墳群 6次調査 面積1,100ド

平成元年10月 26日 ～  同年■月20日 松村淳

平成 4年■月 1日 ～平成 5年 3月 31日  田城武志・高尾和長

2千W汗剰朝哉 (平成16年 3月 31日 現在)

(財 )

松山市教育委員会

事務局

文化財課

松山市生涯学習振興財団

教育長

局長

企画官

企画官

課長

理事長

事務局長

事務局次長

所長

専門監兼学芸係長

次長兼調査係長

担当

中矢陽三

武井正浩

遠藤宗敏

石丸 修

人木方人

中村時広

三宅泰生

菅 嘉見

杉田久憲

高本昌陽

西尾幸則

高尾和長

大西朋子

埋蔵文化財センター

- 1 -



遺 跡 の 概 要

3環境
1)遺跡の立地

松山平野は、愛媛県のほぼ中央に位置する県下最大の平野であり、高縄山に源を発 した河川によ

り形成 された沖積平野である。東山古墳群はこの平野の中央に位置する。調査地は、松山平野を西

流する小野川が S字状に蛇行 した左岸に位置 し、低い分離独立丘陵内にある。この、小野川を挟ん

だ東岸に星岡丘陵、南側に天山丘陵が所在 し、この二つの丘陵を古来より「伊予三山」と呼称 して

いる。周辺の主要な遺跡としては、北東部に福音小学校構内遺跡、筋違遺跡、東部に来住廃寺、久

米高畑遺跡、西部に東石井遺跡、西石井遺跡がある。

2)歴史的環境

近年の発掘調査によって、当遺跡周辺には数多くの遺跡が存在 していることが明らかとなった。

ここでは、調査地周辺の遺跡の展開を時代順に概説していく。

旧石器時代～縄文時代

遺物は、東山鳶が森古墳群でサヌカイ ト製ナイフ型石器 1点、天山天王が森遺跡で安産岩製ナイ

フ型石器 1点、釜ノロ遺跡でチャー ト製ナイフ型石器 1点 と尖頭器 1点 が出土 している。遺構は検

出していない。

弥生時代

前期の遺跡は、筋違 F遺跡の土坑内より上器片が出上 している。石井東小学校構内遺跡からは、

長方形の上羨墓と大型の壺棺墓や木葉文が施された壺型土器が出土 している。

中期の遺跡は、福音小学校構内遺跡から竪穴式住居址と土坑を検出している。久米高畑遺跡23次

調査地・25次調査地では弥生前期末～中期初頭の大溝が 2条並列で確認 されており環壕集落の可能

性が指摘されている。

後期の遺跡は、釜ノロ遺跡から竪京式住居址・土坑 。溝が検出されている。とくに、釜ノロ遺跡

7次調査地からは 4棟の竪穴式住居址の炉内からガラス小玉が 1点ずつ出土 した。その中の 1棟 S

Blは焼失住居であり祭祀的行為が行われたと推測されている。また、釜ノロ遺跡 8次調査地では、

溝内より破鏡が出土 し集落の中心的な位置をしめていたことが明らかになっている。東山の西の地

域には、東石井遺跡、西石井遺跡、西石井荒神堂遺跡があり竪穴式住居址、溝などの集落に関連す

る遺構を検出している。とくに、西石井遺跡で検出した溝からは、多量の上器が出土している。

古墳時代

集落では、北久米浄蓮寺遺跡から竪穴式住居址、掘立柱建物址、筋違 A～ CoE～ HoK遺 跡か

ら竪穴式住居址、福音小学校構内遺跡からは、100棟以上の竪穴式住居址と掘立柱建物址が検出され

ている。

古墳では、天山、東山、星岡の分離独立丘陵上に数多くの古墳が点在 している。なかでも天山神

社北古墳からは半円方形帯神獣鏡や鉄剣が出土 し、天山天王が森遺跡からは三角縁神獣鏡が出土 し

ている。
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境環

古代

東山の東部に位置する来住台地には、全国的に注目されている久米官衡遺跡群があり7世紀にお

ける重要施設が集中する政治の中心地があった可能性が考えられる。同時に白鳳期の寺院である来

住廃寺についてもその全容解明に向けて調査が行われている。

中世

中世では、文献によると南北朝時代の「星岡合戦紀Jに東山において合戦があったことが記載さ

れている。遺構では、来住廃寺21次調査地の大規模な総柱建物群と来住廃寺15次調査地の土頻墓群

が検出されている。

村二丁目l
四 丁

耳
う

湘

一甲〕輯

齢軽

警峯穏培鋼撃妻罫:!髯割聴挙Fこ尽::1脚斗悟卦:1田隆仰ドト‖卜翼睦季il:

iぺ
・

i・ :■

1981 松山市文化財調査報告書 15

1994 松山市文化財調査報告書 41

2001 松山市文化財調査報告書 84

1995 松山市文化財調査報告書 50

1996 松山市文化財調査報告書 52

河野史知イまか    1 9 9 8

橋本雄一ほか  1994

水本完児ほか  2003

相原秀仁ほか  2003
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松山市文化財調査凱告書 67

松山市文化財調査報告書 42

松山市埋蔵文化財調査年報 15

松山市埋蔵文化財調査年報 15
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第1図 遺跡分布図 (S=1/25,000)
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遺 跡 の 概 要

□
‐

東山古墳群の調査

遺跡名

東山鳶が森古墳群

東山鳶が森古墳群2次調査

東山古墳群3次調査

東山古墳群4次調査

東山古墳群5次調査

東山古墳群6次調査

調査期間

昭和53年9月 18日～同年12月 19日

昭和54年7月 23日 ～同年8月 30日

平成元年10月 26日 ～同年11月 20日

平成2年 12月 23日 ～平成3年 3月 31日

平成3年 12月 26日 ～平成4年 3月 31日

平成4年 11月 1日 ～平成5年 3月 31日

第2図 東山古墳群調査地位置図 (S=1:5,000)
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調査担当  報告書シリーズ番号

西尾幸則 松山市文化財調査報告書15

西尾幸則 松山市文化財調査報告書15

松村 淳 松山市文化財調査報告書97

田城武志 松山市文化財調査報告書41

田城武志 松山市文化財調査報告書41

田城武志 松山市文化財調査報告書97
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第 2章 東山古墳群 3次調査

調査の経過

調査は、公園整備に伴う事前調査である。調査地は、東山丘陵西側の裾部にあたり緩やかな斜面

を呈 し、中央部には農道が通る。調査区は農道を挟み北側に東よりATl～ AT5、 南側にBTl
～BT5と それぞれ 5カ 所の調査区を設定 し掘削を行った。掘削後調査区内の精査を行い、遺構の

検出を行った。遺構の範囲確認が不十分の調査区AT4、 AT5、 BT3、 BT4、 BT5に つい

ては拡張を行った。

2.調査

(1)ATl区の調査

ATl区 は、調査地の南東部に位置し、幅 lm、 長さ10.70mの調査区である。

1)土層

土層は、 1層で褐色の耕作土 (腐植土)で部分的に暗褐色上がブロック状に混じる。南側裾部は

近代に掘削が行われたと思われ真砂土が覆う。検出遺構は柱穴 2基、性格不明遺構 1基、清状遺構

1条である。

2)遺構と遺物

①浦 (SD)

SDlは、調査区の中央西壁から南壁に検出した。規模は検出長5。8m、 幅50cm、 深さ40cmを 測る。

断面形態は「U」 字状である。埋土は暗褐色上である。出土遺物は10～ 20cmの川原石が溝全体より出

土した。

3次調査地現況
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東山古墳群 3次調査
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~AT2

ＢＴ４

　

ＢＴ３

Ｅ

脚

ＢＴ２

澁

(S-1:500)

第3図 調査地位置図
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垂郵。
O

6

遺 構 と 遺 物

第4図 遺構配置図

(S=1:150)
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東山古墳群 3次調査

②柱穴 (SP)

柱穴は東側より2基を検出した。

SPlの平面形態は楕円形である。規模は長軸60cm、 短軸40cm、 深さ6 cmを測る。断面形態「U」

字状である。埋土は暗48J色土である。

SP2は東側が調査区外につづく。平面形態は検出部分から楕円形と思われる。規模は検出長軸

60cm、 短軸50cm、 深さ13cmを 測る。断面形態は「U」 字状である。出土遺物はSPl、 sP2共に

③性格不明遺構 (SX)

SXlは調査区の中央東に位置し北側は調査区外につづく。

集中する不整形な形状を呈する。規模は検出長160cm、 幅40cm、

る。埋土は暗褐色上である。出土遺物はない。

平面形態は円形の柱穴が東西方向に

深 さ32cmを測る。床面は凹凸してい

L=30.00m

1 褐色土

0                1m

(S=1 :20)

第5図 ATl区 遺構配置図・土層柱状図

-10-



遺 構 と 遺 物

(2)AT2区 の調査

AT2区は、調査地の東部に位置し、幅2.7m、 長さ8,7mの調査区である。

1)土層は 2層に分層できる。 1層褐色の耕作土 (腐植土)、 2層黄白色土である。検出遺構は

柱穴 4基である。

2)遺構と遺物

①柱欠 (SP)SP3は 調査区の東部に位置する。平面形態は円形である。規模は径100cm、 深さ

24cmを 測る。埋土は暗褐色上である。出土遺物はない。

SP4は調査区東部にありSP5を切る。南側は調査区外に続く。平面形態は楕円形である。規

模は検出長100cm、 深さ32cmを 測る。理土は暗褐色土である。出土遺物はない。

SP5は調査区の東部に位置しSP4に切られる。平面形態は楕円形である。規模は検出長100cm、

幅90cm、 深さ9 cmを測る。埋土は暗褐色土である。出土遺物はない。

SP6は調査区の中央部に位置する。平面形態は一部南側が張り出す不整形な形態である。規模

は長さ100cm、 幅80cm、 深さ21cmを 測る。埋土は暗褐色土である。出土遺物はない。

L==30.00m

|

1  1.褐色土

2.黄 白色土

0                1m

(S=1 :20)

(S=1:80)

第6図 AT2区遺構配置図・土層柱状図

4m

― ■
―



遺 構 と 遺 物

(2)AT2区 の調査

AT2区 は、調査地の東部に位置 し、幅2.7m、 長 さ8,7mの調査区である。

1)土層は 2層 に分層できる。 1層褐色の耕作土 (腐植土)、 2層黄白色上である。検出遺構 は

柱穴 4基である。

2)遺構と遺物

①柱穴 (SP)SP3は 調査区の東部に位置する。平面形態は円形である。規模は径100cm、 深 さ

24cmを測る。埋土は暗褐色上である。出土遺物はない。

SP4は 調査区東部にありSP5を 切る。南側は調査区外に続 く。平面形態は楕円形である。規

模は検出長100cm、 深さ32cmを 測る。埋土は暗褐色土である。出土遺物はない。

SP5は 調査区の東部に位置 しSP4に切 られる。平面形態は楕円形である。規模は検出長100cm、

幅90cm、 深 さ 9 cmを 測る。埋土は暗褐色上である。出土遺物はない。

SP6は 調査区の中央部に位置する。平面形態は一部南側が張 り出す不整形な形態である。規模

は長 さ100cm、 幅80cm、 深 さ21cmを測る。埋土は暗褐色土である。出土遺物はない。

L=3000m

|

1  1褐 色土

2黄白色土

0                1m

(S=1:20)

第6図 AT2区遺構配置図・土層柱状図

―
■
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東山古墳群3次調査|

(3)AT3区 の調査

AT3区は調査地の東allに位置し幅1.6血 、長さ駐6車の調査区である|。

1)土層 土層は3層に分層できる。1層褐色上 (耕作土・腐棄土)、 2層茶褐色上、3層黄白
色土 (地山)である。遺構は8層■面で溝1条、柱穴1基を検出したる

2)鵡謝書と―鐸期勿

①溝 (SD)SDzは調査区の西部に位置し、商側は調査区外に続く。規模は検出長臣h卜 幅mclll、

em、 深さ15cmを測
―
る。断面形態はレンズ状である.。 理土は暗褐色上である。出土遺物はない.。

②柱穴 (SP).SP7は調査1区の中央部上位置する年平面形態憾円形である。規模は径30cm、 深

さ15clnを測る。理土は贈褐亀十であ―る。出上遺賜はなと毛

a‐―a' L‐30100m

I               I
I

0                1m

tS=刊 :20)

1.褐色土

2茶掲色上

31黄白色土

第7図 AT3区遺構配置図・土層柱状図

(S‐1180)
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遺 構 と 遺 物

(4)AT4区 ・AT5区 の調査

AT4・ AT5は 掘削時は別々に調査区を設定 していたが、

をつなぐ形で掘削を行った。調査区は調査地の北部に位置 し、

凹凸がある不整形な調査区となった。

1)土層 土層は 5層に分層できる。 1層褐色土 (耕作土 )

層褐色土、 4層暗褐色土、 5層暗褐色土 (少 し明るい)である。

古墳の周溝が確認 されたため、両区

約 8m× 8mを測る。東壁 と西壁は

、 2層暗灰色土 (褐色混 じり)、 3

検出遺構は清 2条である。

AT5

(S=1:80)

AT4
a一 a′                L=3020m

1.茶褐色土

12.黒 色上に近い暗褐色土

13.暗褐色土

4.褐色土に黄色混じり

lmO

(S=1:20)

第8図  AT4・ 5区遺構配置図・土層柱状図

L==3000m

1褐色土 (耕作土 )

2.暗灰色土 (少 し褐色混 じり)

3.褐色土

4暗褐色土

5,暗褐色土 (少 し明るい)

- 13 -



東山古墳群 3次調査

2)遺構と遺物

①滞 (SD) SD3は 調査区の南東部に位置し、南側は調査区外に北狽Iは削平を受けている。

規模は検出長2.5m、 最大幅1.Omを 測る。断面形態はレンズ状である。埋土は暗褐色土である。出土

遺物はない。

SD4は調査区の東側に位置し、北側と南側は調査区外に続く。規模は検出長7.5m、 最大幅2.5m

深さ35cmを測る。断面形態はレンズ状である。埋土は黒色土に近い暗褐色土である。出土遺物はない。

(5)BTl区 の調査

BTl区は調査地の南部に位置し幅1.Om、

1)土層 土層は 1層で造成上 (真砂土)

(6)BT2区 の調査

BT2区は調査地の南部に位置し幅1.5m、

1)土層 土層は 1層で造成土 (真砂土)

長 さ5.5mの 調査区である。

である。遺構・遺物 ともに出土 していない。

長さ5。5mの調査区である。

である。遺構 。遺物 ともに出上 していない。

(7)BT3区 の調査

BT3区 は調査地の西部に位置 し、幅3.2m、 長さ5.Omを 測 る。

1)土層 土層は 3層に分層でき、 1層礫、 2層褐色土 (耕作土)、 3層黄褐色土である。遺構

は断落ちの地形の変換点を検出した。遺物は礫石と土師器、弥生土器片が出土 した。

L==29,00m

１

　

２

　

３

礫

褐色土 (耕作土 )

黄褐色土

0                    4m

(S=1 :80)

0                1m

(S=1 :20)

第9図  BT 3区遺構配置図・土層柱状図
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遺 構 と 遺 物

(8)BT4・ BT5区 の調査

BT4区 ・BT5区 は掘削時は別々に調査区を設定 していたが、古墳の版築を確認 したため、両

区をつなぐ形で掘削を行った。調査区は調査地の北西部に位置 し、5.5m× 8.Omを 測る。

1)土層 土層は15層 に分層でき 1層表土、 2層暗黄色土、 3層暗黄色土 (少 し明るい)、 4層

明黄色土、 5層褐色土、 6層暗灰色上、 7層淡灰色土、 8層灰色土 (黄色混 じり)、 9層黄色土 (明

灰色土 と黄灰色土混 じり)、 10層明灰色土、■層黄色土 (白色土塊混 じり)、 12層暗黄色土、13層

暗灰色土 (黄色粒混 じり)、 14層黒色土、15層暗灰色上である。遺構は古墳の墳丘盛土と周溝と思

われる地形の落ちと柱穴10基 を検出した。

(S=1 :80)

L=3080m

I 表土

2.暗黄色土

3.暗黄色土 (少 し明るい)

4.明黄色土

5,褐色土

6暗灰色土

7.淡灰色土

8灰色 (黄色混 じり)

10.明灰色土

11 黄色土 (白 色土塊混 じり)

12暗黄色土

13暗灰色土 (黄色粒混 じり)

14黒色土

15暗灰色

9黄色土 (明灰色土 と黄灰色土混 じり)

|

lm1   0

|

(S=1:20)

第10図  BT4・ 5区遺構配置図・土層柱状図
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東山古墳群 3次調査

2)遺構 と遺物

①滞 (SD)SD5は 調査区の西側に位置 し、南側が屈曲する。規模は長さ6.5m、 幅4.2mの周溝

一部を検出した。断面形状は床面が緩やかに窪む形状である。遺物は出土 していない。

SD4は 調査区の東部に位置 し西側の方の一部を検出した。規模は長 さ2,7m、 幅1.2mを 測る。 S

D4は検出した位置関係からAT4・ 5区からつづ く溝 と思われ総検出長は15mを測る。

②柱穴 (SP) SP8は 調査区の中央部に位置する。平面形態は円形で規模は、径70cmを測 る。

埋土は暗褐色土である。遺物は出土 していない。

SP9は 調査区の中央部に位置する。平面形態は円形である。規模は径51cm、 深 さ12cmを 測 る。

埋土は暗褐色土である。遺物は出土 していない。

S P10は 調査区の中央部に位置する。平面形態は円形である。規模は径65cmを測る。埋土は暗褐

色土である。出土遺物はない。

SP■は調査区の西部に位置する。平面形態は円形である。規模は径38cm、 深 さ18cmを測 る。埋

土は暗褐色土である。遺物は出上 していない。

S P12は 調査区の西部に位置する。平面形態は円形である。規模は径32cm、 深 さ14cmを測る。埋

土は暗褐色上である。遺物は出土 していない。

S P13は 調査区の南部に位置する。平面形態は円形である。規模は径18cmを 測る。埋土は暗褐色

上である。遺物は出土 していない。

S P14は 調査区の南部に位置する。平面形態は円形である。規模は径26cmを測る。埋土は暗褐色

土である。遺物は出土 していない。

S P15は 調査区の南部に位置する。平面形態は円形である。規模は径 17cm、 深 さ10cmを測る。埋

土は暗掲色土である。遺物は出土 していない。

S P16は 調査区の南部に位置 し西側は調査区外に続 く。平面形態は残存部から円形と考える。規

模は径36cm、 深 さ16cmを 波Iる 。埋土は暗褐色土である。遺物は出土 していない。

S P17は 調査区の南部に位置する。平面形態は円形である。規模は径31cm、 深 さ13cmを測 る。埋

土は暗褐色土である。遺物は出土 していない。

3.小結

本調査地からは、清 5条、柱穴17基、性格不明遺構 1基 を検出した。

本調査地内からは古墳本体は検出されなかったが、BT5区 から周溝 と古墳を構築 した版築状の

上層 を検出 し、版築土層の下層より柱穴を検出した。このことから、調査地内において古墳構築以

前に生活が行われていたことを示 し、また、周溝 と古墳の版築を検出したことにより、東山古墳群

の丘陵西裾部に古墳が広がることが判明した。

-16-



東 山 古 墳 群
-6次 調 査 ―





第 3章 東山古墳群 6次調査

1.調査の経過

(1)調査の経緯

1992(平成 4)年■月 1日 、調査区を設定 し頂上部を 1区、西斜面を 2区 として調査前の地形測

量を行 う。 1区の排土置 き場を設定 し安全対策の為、杭 と板で調査区内を囲う。調査は 1区 より童

機による表土掘削を行なった。遺構検出作業の結果、 1区からは古墳の石室 2基、土坑 5基、性格

不明遺構 2基を検出した。 2区からは、古墳の周溝 と石室 2基、土坑 2基、清 1条、性格不明遺構

1基を検出する。 1区 。2区の遺構掘 り下げ、遺構測量、写真撮影、遺物の取 り上げ後、遺構完掘

状況の写真撮影を行い調査を終了する。

(2)調査組織

調査地  松山市東石井乙39-2外

遺跡名  東山古墳群 6次調査

調査期間 1992(平成 4)年 11月 1日 ～1993(平成 5)年 3月 31日

調査面積 1,100∬

調査委託 松山市公園緑地課

調査担当 田城武志 (現松山市教育委員会文化財課)、 高尾和長

第11図 1区 。2区遺構配置図

_/~´

~1疋
附 03

SX101

27号墳
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東山古墳群 6次調査

第12図 1区調査前地形測量図 (1)

5次調査

T4

-20-



遺 構 と 遺 物

第13図 1区調査前地形測量図 (2)

(S=1:200)
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東山古墳群 6次調査

0                        10m

(S=1:200)

第14図 1区遺構配置図及び調査後地形測量図

4600m

未 調 査
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遺 構 と 遺 物

2.遺構と遺物

(1)1区の調査

1区からは、弥生時代から中世の遺構と遺物を検出した。検出した遺構は、土坑 5基、古損 2基、

性格不明遺構 2基である。ここでは、調査地が東山古墳群内であるため古墳時代の遺構概説を初め

に行うことにする。

1)古墳時代

遺構は古墳 2基を検出した。

i)24号 墳 (第 15～ 18図、図版 8～ 11)

調査は現状の地形測量と肉眼観察からは、古墳の存在は確認できなかったため重機による表土掘

削を行ったところ、表土掘削時に古墳の石材を検出したため、周辺は人力での掘削作業に切 り替え

て遺構検出を行った。検出遺構は石室と周溝である。

24号墳は、調査区の東側に位置 し、丘陵頂上より尾根に直行する東側に1,Om～ 2.4m下がった位置

に検出した。墳形は墳丘盛 り土がすべて削平 されているため明確ではないが、一部検出した周溝か

ら判断すると直径10mを 測る円墳と考えられる。石室は西側に開回し地形の高い方向に開口してい

ることになる。石室上部は削平 されており奥壁と右側壁は 2段、左側壁は 3段が残存 している。袖

はなく無袖である。石室掘方の平面形態は羽子板状である。奥壁、左側壁、玄門部側は、ほぼ垂直

に掘 り下げる。右側壁はなだらかに段を持って掘 り下げている。また、羨道部は、階段状に掘 り下

げを行っている。一見竪穴状の石室を思わせる。閉塞は階段状に掘窪めた所で行われている。枢は

3個の石材を並べている。石室規模は、玄室長3.21m、 奥壁幅1.36mを 波1る 。天丼石は既になく残存

高は、奥壁45cm、 東壁56cm、 西壁44cm以下が残存 しているに過ぎない。石室使用の石材は、敷地内

にある花南岩を横積みにしている。右側壁は直立 し遺存状況は良いが左側壁は玄室中央に向かって

せ り出し「くJの字状に大きく内傾 しており遺存状況が良くない。玄室床面は、最下部にやや扁平

な人頭大の角礫を敷 く、中央部から右側壁部にかけて検出されない部分がある。つづいて拳大の円

礫を長軸方向の中心とした部分にまばらに敷いている。玄室入り口部分が多い。周清は、石室の西

側に検出した。規模は、検出長7.Om、 幅1.6mを測る。出土遺物は須恵器の郭身、高都、壺が出土し

ている。

石室内遺物出土状況 遺物は、須恵器、鉄製品、ガラス小玉、管玉、勾玉が出土した。

須恵器は、邪身のほぼ完形品 1点が玄門左から出土 した。他の須恵器は小片が多数を占め中央部

に散在 した状態で出土 した。鉄製品は、玄門左の都身の横から2点、奥壁左から2点、中央部の左

から1点が出土 した。ガラス小玉と管玉は、右奥から出土した。勾玉は中央左から出土 した。

出土遺物 (第 19～20図 、図版23)

郭蓋 (1・ 蟄)1は口径12,7cmを測る。天丼部に回転ヘラ削 りが施 される。口縁部と天丼部を分け

る稜は見られず、口端部は丸く仕上げられている。2は口径14.8cmを 測り、口端部は尖り気味に丸く、

天丼部に回転ヘラ削り、その他には横ナデ調整が施されている。

邦身 (3～ 5)3は 口径12,7cm、 器高4.Ocmを測る。短く伸びる受部に内傾する立ち上がりをもち、

端部は丸い。調整は底部に回転ヘラ削 り、その他にナデが行なわれている。4は 国径12.4cm、 器高

4,Ocmを 測る。短 く水平に伸びる受部に、内傾する立ち上がりの端部は丸い。5は 口径12.9cm、 器高

4。 3cmを測る。扁平な底部、水平気味に短 く伸びる受部とやや内傾する立ち上がりをもつ。口縁部と

受部の両端部はともに尖り気味に丸 く仕上げられている。
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東山古墳群 6次調査

第15図 24号墳石室測量図

(S=1:40)
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遺 構 と 遺 物

第16図  24号墳石室展開図
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遺 構 と 遺 物
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第18図 24号墳床面 。遺物測量図
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東山古墳群 6次調査

高イ (6)口径13.Ocmを 測る無蓋高邦の不部片である。口縁部中位に 2段の段をもち口縁部は尖

り気味に丸い。調整は底部に回転ヘラ削りその他には横ナデが施されている。

壺 (7・ 8)7は 長頸董の口縁部。大きく外反する口縁部の端部は肥厚 される。中位に幅広の刺

突列点文を施す。色調は赤みをおびる。 8は短 く外反する日縁部の端部は肥厚 され丸い。

鉄製品

鉄鏃 (9～ 17)9。 10は 、腸扶式鏃であり茎部に木質の残存がみられる。■は、柳葉鏃で茎部を

欠失 している。13は 、腸狭式鏃の小型品である。14～ 17は茎部片である。14・ 15'16の茎部に木質と

樹皮の残存がみられる。釘 (18)端部を折 り曲げている。刀子 (19・ 20)19は切先部を欠くがほぼ完

形に近いもので基部に木質が残存 している。20は基部に装着 していた鹿骨片で木質が残存 している。

装身具

玉 (21～ 55)

21～ 52が ガラス製の小 。丸玉、53～ 55は石製の臼玉、管玉、勾玉の計 35点出土 している。21～

26は濃紺色で27～ 31は紺色である。32～ 43は青色で41～43は青色の丸玉、44は透明な水色、45～49

は緑色、50～52は黄色である。53は直径15.0-、 孔径2.51BIm、 厚さ3.5-を測る緑灰色の臼玉である。

54は直径6.Omm、 長さ15,Omm、 孔径1.0～ 2.Ommを 測る碧玉製管玉である。55は残存長18.Omm、 孔

径1.Omm～3.Ommを測る透明な白色の勾玉である。

(S=1:3)

第19図 24号墳石室内出土遺物実測図 (1)
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東山古墳群 6次調査

周清内出土遺物 (第21図 、図版23)

56～ 58は邦身片である。56は復元口径■,Ocmを 測る。水平気味に外上方に短 く伸びる受部に、内

傾する立ち上がりをもち端部は尖 り気味に丸い。57は外上方に短 く伸びる受部に、内傾気味の短い

立ち上がりをもつ。58は水平気味に伸びる受部に、直立気味の短い立ち上がりをもつ。59は高郭。

邦部の口端部は尖 り気味である。外面に幅広の刺突列点文を施す。60・ 61は壼の口縁部片。60は復元

口径12.6cmを 測る。外傾する日縁部の端部は丸 く肥厚 させ、端部手前に肥厚による段が見られる。

61は 、外傾 し口縁部手前で内湾気味に直立する、口縁部端部は尖 り気味に丸 く仕上げている。

鉄製品 (62)62は響頭式の平根鏃で残存長8.lcmを測る茎部を一部欠失 している。

時期 :石室内より出土した須恵器の形態より古墳時代後期に時期比定する。

0                 10cm

(S=1:3)

第21図 24号墳周溝内出土遺物実測図

中

口  62

0              5cm

(S=1:2)

�)25号 墳 (第2223図、図版12・ 13)

調査区の頂上より西側に1.6～ 1,8m下 った所に位置する小石室である。調査前の地形測量と肉眼観

察からは石室は確認できなかった。墳丘盛 り上は削平 されており墳形 と墳丘規模は不明である。石

室は東西方向に主軸をとる。掘方は「コ」の字状で西側は削平を受けている。掘方規模は、検出長

軸1.9m、 短軸1.6mを 測る。石室規模は、検出長1.77m、 幅0.93mを 測る。床面は最下部に10～ 40cm

の扁平な角礫を敷き、つづいて 5 om前後の円礫を全面に敷く。

出土遺物 (第 23図 、図版24)

遺物は、須恵器の壺形土器、高邦形土器、耳環 1点が出土 した。壼形土器は正置の状態で壁に接

して出土 した。高邦は邦部が破損 した状態で出土 した。

須恵器 (63・ 64)63は 口径13.7cmを 測る無蓋高邪である。脚部は欠失 している。邦部は内湾 しな

がら開き口縁部の端部は尖 り気味に丸い。不部中位に一条の凹線、脚部に二条の凹線を巡らす。口

縁部は焼け歪みを生 じ変形 している。64は長頸董である。口縁部は欠失 している。九底の底部より

やや肩の張る胴部に、直立気味にわずかに外傾する国縁部をもつ。胴部中位に二条の凹線が巡る。

装身具

耳環 (65)外径2.9cln、 内径1.6cmを 測る銅芯に薄い銀板を被覆 している。

時期 :出土 した須恵器の形態より古墳時代後期に時期比定する。

10cm
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0               1m

(S=1:20)

第22図 25号墳床面・遺物測量図

細ｑ
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東山古墳群 6次調査

第23図 25号墳展開図・出土遺物実測図

0           1m

(S=1:30)

O    065

Ｆ門
ミ
・８
ヨ

0                10cm

(S=1:3)

0             5cm

(S=1:2)
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遺 構 と 遺 物

(2)弥生時代

土坑を 5基検出した。

i)土坑 (SK)

S K 101(第 24図、図版 14)

調査区中央部に位置する。平面形態は長方形を呈する。規模は長さ1.04m、 幅0,72m、 深さ10～ 17

cmを 測る。床面はわずかに窪む箇所がある。墓羨内には15cm～ 30cm大の塊石を配している。墓羨内

南側に 3石と西側に 3石、北側に 1石 を配している。遺物は埋土上層から鉄製品が出土している。

出土遺物 (第24図 )

66は鉄釘、残存長6.2cm、 幅1.6cm、 厚さ0.9cmを 測る。先端部は欠損している。

時期 :出土状況からS K 102と 同時期と思われ、縄文時代晩期から弥生時代前期に時期比定する。

L=45.90m

Ob麺
Ш06・ 9ウ =¬

5cm 0                1m

(S=1:20)

第 24図 SK101測 量 図・ 出土 遺物実 測 図

Ｅ
ｏ
ｏ
．め
寸
＝
コ

Ｆ
＝
ヽ
仰
ｏ
ｏ
ヨ
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東山古墳群 6次調査

S K 102(第25図、図版14・ 15)

調査区南部に位置する。平面形態は長方形を呈する。規模は長 さ1.93m、 幅0.54m～ 0,77m、 深 さ

30cmを 測る。断面形態は皿状である。墓羨の床はほぼ平坦で南側小口部の幅が広 く、墓羨内の南側

に 3石 と西側に 2石の塊石 を配 している。埋土は黒褐色土と明黄褐色上である。遺物は南側床面よ

り上部から押 しつぶされた状態で鉢形土器が出土 した。

出土遺物 (第 25図 、図版24)

鉢形土器は口径■.lcm、 底径10。 4cm、 器高10.3cmを 測る。わずかに上げ底気味の底部より直線的に

立ち上がり、口端部は尖り気味に丸い。底上部と口縁下部に貼付による凸帯を巡らし明確ではない

がキザミロを施している。

時期 :出土した鉢形土器の形態から縄文時代晩期から弥生時代前期に時期比定する。

1.黒褐色土

2.明 黄褐色土

仁

Lo

ｎ
ｖ

Ｄ

Ｖ
Ｆ
＝
ヽ
い
∞
０
ヨ

(S=1:4)

第25図

(S=1:20)
SK102測 量図・ 出土遺物実測図
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遺 構 と 遺 物

S K103(第 26図 )

調査区南部に位置し北側は未調査である。平面形態は不整な円形状と思われる。規模は東西27m、

南】ヒ検出長2.lm、 深さ0.53mを測る。断面形態はレンズ状である。埋土は黄褐色土とにぶい黄褐色

土 (礫混)の 2層に分層できる。遺物は床面の西側に 2石、中央に 2石、東側に4石の塊石が出土

している。埋土上層からは、鉄製品 2点が出上した

L=45.80m

1.黄褐色土

2.に ぶい黄褐色土

(レ キ混 )

〈全ブ68

(S-1:2)

0                1m

(S=1:20)

第26図 SK103測量図 。出上遺物実測図
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東山古墳群 6次調査

出土遺物 (第26図 、図版24)

69の端部はたたかれ扇平であるため,、 1鉄釘と思わ
―
れる。

時期 :出上した塊石の状況からS K102と同様に綿文時代晩期から弥生時代前期に朝 1鹿定する。

S K104(第27図)

調査1区南部に位置し北西部をS文 101に切られる。平面形態は、残存部の形態より長方形と考えら

れ.る
.。 規模は検出長 1。 15m、 幅0,74n、 深

―
き0。23mを測る。断面形態は逆台形状である。出工遺物は

姥薇ヤヽ。

時期 :検出状況からS K102と 同時期―と思われ、縄文時代晩期から弥生時代前期に時期比定する。

L=45180m

却

0                1m
|

(S■‐1,20)

第27図 SK4 04測量図

Ｅ
Ｒ
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ゆ
寸
＝

コ 勺

」仁
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遺 構 と 遺 物

S K 105(第 28図 )

調査区南部に位置し上部は削平を受けている。平面形態は楕円形状である。規模は長さ1.64m、 幅

0,73m、 深さ0.13mを 測る。断面形態は皿状である。小日側の立ち上がりは不明瞭である。出土遺物

はない。

時期 :検出状況からS K 102と 同時期と思われ、縄文時代晩期から弥生時代前期に時期比定する。

L=45.80m

lm

(S=1:20)

第28図 SK105測量図
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東山古墳群 6次調査

3)中世

性格不明遺構を 2基検出した。

S X101(第 29図 、図版16)

調査区の南西部に位置する。西側、南側は調査区外に続 く。平面形態は不整形である。規模は検

出長8.8m、 検出幅7.Om、 深さ2.7mを測る。床面は凹凸がある。埋土は褐色土を基本とし下面は礫層

である。出土遺物は土師器、須恵器、弥生土器、埴輪が出土している。

出土遺物 (第 30図 、図版24・ 25)

土師器 (70～ 100)

郭 (70～ 79)70は外上方に伸びる口縁部の端部は尖 り気味に丸い。71は 口径10.5cm、 底径 5。9cm、

器高4.8cmを 測る高台付きの底部に回転ヘラ切 り痕、内外面に横ナデが施 されている。72～ 79は高台

付の不である。73～ 75・ 77・ 79は回転ヘラ切 り痕が残る。

皿 (80～97)83は 口径10.Ocm、 底径6.8cm、 器高1.9cmを 測るやや凹む平底に、回転ヘラ切 り痕が

残る。80・ 86・ 92・ 94・ 96は 回転糸切 り痕が残る。

婉 (98)98は底径5。8cmを測る婉の底部片である。断面三角形状の高台を底部に貼 り付ける。

1,表土

2掲色土
L=45,30m   3,暗 褐色上

4.黄褐色土(1)

5にぶい黄掲色土

6黒掲色上

7.黒色土

8.黄掲色色土(2)

9にぶい黄色レキ

10,に ぶい黄橙色レキ

11暗黄掲色色土

12にぶい黄橙色土

(S=1:100)

第29図 SX101測量図
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東山古墳群 6次調査

99は三足付土釜で口径22.2cmを測る。丸底の底部より緩やかに内湾 しながら口縁部に続き、口端

部に凸帯を一条巡らす。内面にハケロ調整を施す。100は壺。平底で扁平な胴部。

弥生土器

101は壼。短 く内湾する口縁部。外面に 2条の凹線を施す。102は 口径16.2cmを 測る甕の回縁部片

である。口縁部は短 く折 り曲げる。103は口径33.2clnを 測る器台の口縁部片で回端面に波状文を施す。

104は壺の底部。厚い平底の内面にハケロ調整がある。105は甕の底部。底部は凹凸があり不安定で

ある。106は ジョッキ型婉。平底で内湾する胴部。

埴輪 (第32図 、図版25)

出土した埴輪は小破片が多数を占める。その中で復元できたものを図化している。出上した埴輪は、

全て土師質で底径12,9cm～ 20.Ocmを測る。

107は底部より17.Ocmの 所にタガを巡 らし、内外面の調整は摩滅のために不明である。108は底部

より20.Ocmの 所にタガを巡らし、内外面にハケロとヘラによるナデ調整が施されている。109は摩滅

のために内外面の調整は不明である。110は底径16.3cmを測る。内面裾部に指頭痕が見られる。

須恵器 (第 32・ 33図 、図版25)

1■～■3は高不。■1と ■2は邦部と脚裾部を欠失している。脚中位に二条の沈線を巡らし上下三

段のすかし窓を三方向に切り取る。■3は「ハ」の字状に短く開く脚部。端部は凹む。114～ ■6は甕

の口縁部から胴部にかけての残存である。■4は 口径16。7cmを測る。外反する短い口縁部は端部で肥

厚させ丸く、外面に平行タタキ痕が見られ全体に施釉がかかる。■5は口径16.8cmを測る。短く外反

する口縁部端部は尖り気味で内傾する面をもつ。内面に施釉が見られる。■6は日端部を欠失してい

る。胴部内外面にタタキ痕が見られる。■7は長頸壺の口頸部片。口端部は欠失しており外傾して直

線的に広がるものと思われる。外面に 2本一組の沈線を3条 と浅い沈線を1条巡らし沈線間に波状

文を施す。■8は器台。不部から胴部の小片である。外面に二条の沈線と波状文を巡らし二段の刺突

文と円孔を施す。■9は甦。底部から胴部にかけての残存である。胴部最大径9.5cmを 測る底部に回

転ヘラ削り、胴部にカキロ調整が施されている。

土師器 (第33図、図版25)

120は把手付き婉と思われ丸底の底部より直立気味に立ち上がり、日端部は尖り気味に丸い。121

はtTh。 口径15,4cm、 底径8.Ocm、 器高4.Ocmを 測る。高台付きの底部より外上方に開く口縁部の端部

は丸い。内外面ともに摩滅のため調整は不明である。122は婉。口径12.6cln、 底径7.Ocm、 器高5,Ocm

を測る。内湾しながら外上方に伸び口縁端部は丸く、高台付きの底部に回転ヘラ切り痕が残り、内

外面の調整は横ナデである。

時期 :出土した土師皿の形態より中世に時期比定する。
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遺 構 と 遺 物

Ocm

lS‐1'0

103

5

第01図 SX401当土遺物実測1図 鬱)

(S‐ 1:41

20om
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東山古墳群 6次調査

第32図  SX1 01出土遺物実測図 (3)

―
―

＼

＼

rヽ

110

20cm

(S-1:4)

」

（
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遺 構 と 遺 物

116

119

0                                        2(

第33図  SX101出土遺物実測図 (4) (S=1:3)
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東山古墳群 6次調査

S X102(第33図 、図版17)

調査区の北西部に位置 し北側は調査区外に続 く。平面形態は検出した東側の形態より不整形な円

形状と考えられる。規模は検出長5,4m、 検出幅2.4m、 深さ3.2mを測る。断面形態は東側はフラスコ

状、西側は直線的に切 り立ち、南側は台形状で床面は水平な面をもつ。埋上は褐色土が基本とし下

面は礫層である。出土遺物はない。

時期 :遺構検出状況からS X101と 同時期の中世に時期比定する。

L==46.40m

1.褐色土
2暗褐色土
3,黒褐色土
4.にぶい黄褐色土
5.にぶい黄色 レキ
6.浅黄色土
7.黄褐色レキ

(S=1 :80)

第34図  SX102測 量図

4m
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遺 構 と 遺 物

3.2区の調査

2区は 1区北西の12m低い標高30.40m～ 34.00mに位置する。調査区は縦■.7m～ 16.5m、 横33,lm

～37.5mを 測る台形状で高低差3.6mを 測る斜面上にある。調査以前は開墾が行われ果樹園として利

用されていたため、肉眼観察と地形測量からは墳丘は確認出来なかったが、調査では、古墳 5基 と

弥生時代の溝 1条、土坑 1基、性格不明遺構 1基を検出した。

0                    10m

(S=1:200)

第35図 2区調査前地形測量図
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東山古墳群 6次調査

第36図 2区遺構配置図及び調査後地形測量図

1

3200m
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遺 構 と 遺 物

(1)古 墳 時代

20号墳 (第 37図、図版19)

調査区南部に位置する。20号墳の南側には東山古墳群 5次調査地T3で検出した石列と同一と考

えられるため、5次調査地で古墳番号を付した20号墳として調査を行った。

9                   2m

(S=1 :40)

第37図  20号墳石室測量図・展開図

Ｆ
＝
＝
ω
ω

Ｏ
Ｏ
ヨ
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Q

未調査区域

Ｆ
＝

ω
ω

・ω
ｏ
ヨ

0                 1m

(S=1:20)

第38図 20号墳床面 。遺物測量図
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遺 構 と 遺 物

遺構は石室と周溝である。墳丘盛 り土は削平を受けている。墳形は周溝の形状より円墳と考えら

れる。規模は12m前後を測る。石室掘方は北から東にかけて検出し、右側壁 2段長さ2.Om、 左側壁

1段長さ2.2mを検出した。奥壁は抜き跡を検出した。石室規模は検出長2.6m、 幅1,7mを検出した。

敷石は下面に10～30cmの 扁平な角礫を敷き、上面に 2～ 5 cm前後の円礫を敷く。遺物は土師器の鉢、

須恵器の邦身、耳環 1点が円礫上面より出土した。

出土遺物 (第39図 、図版26)

不蓋 (123。 124)123は 口径9.2cm、 器高3.4cmを測る完形品である。水平な天丼部に摘みが付き、

返 りは口端部より下方に伸びる。天丼部に回転ヘラ削 りが行なわれている。124は 口径21.4cm、 器高

4.Ocmを 測る大型の蓋である。扁平な天丼部より緩やかな曲線を描き口端部につづき端部は丸い。天

井部に回転ヘラ削 り、その他に横ナデ調整が施されている。

鉢形土器 (125)口径16.Ocm、 器高10。4cmを測る土師器の完形品である。口縁部を「く」字状に折

り曲げ端部は丸 くおさめられている。丸底の底部は凸凹である。内外面ともに摩滅にて調整不明で

ある。

耳環 (126)外径1.95cm、 内径1.2cmを 測る銅芯を薄い銀板で被覆 している。遺存状況不良な為、

銹化、剥離が進行している。

時期 :出土遺物から古墳時代後期に時期比定する。

―

《 蕩

一

∞ 126

0                                       20cm

(S=1:3) (S=1:2)

第39図 20号墳出土遺物実測図

26号墳 (第36図、図版20)

調査区の北西部に位置 し東側は調査区外に続き、北側は近現代坑に切 られる。墳丘と主体部は削

平を受けている。検出遺構は周清のみである。墳形は検出した周溝の形状から円墳 と考えられる。

規模は約■mを測る。周溝内から遺物は出土していない。

時期 :遺物が出土 していないため時期不明である。

~~~~こ

チ
ツ
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東山古墳群 6次調査

27号墳 (第40～ 42図、図版20)

調査区の北西部に位置し墳丘盛り土は削平を受けている。検出遺構は周溝と石室である。周溝は

石室の東側に位置し半円状に検出した。規模は径8.45m、 幅1.40m、 深さ0.20mを 測る。主体部は南

北方向に主軸を取り南側に開口する。西側は調査区外に続く。掘方の平面形態は長方形状である。

石室は奥壁 2段、右側壁 3段と開塞石が残る。規模は長さ2.35m、 幅 (1.28)mを 測る。奥壁幅と玄

門部の幅が狭く、中央部が広い形状である。床面には5～ 15cmの 礫を敷く。出土遺物は石室内から須

恵器の壷、耳環、羨道部から須恵器の不蓋、周溝から須恵器の不蓋が出土遺物している。

0                           4m

(S=1:60)

第40図 27号墳石室・周清測量図
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④

遺 構 と 遺 物

L=30.70m

0                     2m

(S=1:40)

第41図 27号墳石室展開図
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東山古墳群 6次調査

L=30.00m

ば あ θ。っo6皓 。 ‐
―

〇

0             1m

(S=1:20)

ひ

　

篤

駕

鞄
イ

／

Ｆ
＝
ω
ｏ
・ｏ
ｏ
ヨ

第42図  27号墳床画・出土遺物測量図
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遺 構 と 遺 物

石室内出土遺物 (第 43図 、図版26)

須恵器 127は郭身。口縁部の一部を欠いているがほぼ完形品である。口径10.4cm、 器高3.8cmを

測る。やや内湾する日縁部の端部は尖 り気味に丸い。焼成不良の為に調整は不明である。128は 台付

き郷で口縁部を一部欠いている。断面四角形の高台が付き口縁部は外上方に伸び端部はやや尖 り気

味に丸い。色調は焼成不良の為に灰白色を呈 している。129は壷の口縁部片で口径19,lcmを 測る。外

湾する口縁部の端部を上下に月巴厚 させ段をもつ。130は台付長頸壺、口縁端部と台部を一部欠いてい

る。口縁部中位やや上部に 2条、胴部中位に 1条の凹線が巡る。131は壷の底部片。厚い底部外面に

ナデが施されている。

上師器 132は土師器の不。日径17.4cm、 器高5。 3cmを測る完形品である。丸味をもつ底部。口縁

部は外傾 し端部を内側に丸 く肥厚させる。

鉄製品 133～ 136は鉄釘と思われる。

羨道部出土遺物 (第43図 )

郷蓋137は口径10.5cm、 器高3.5cmを 測る完形品である。天丼部に摘みが付き返 りは口縁端部より

下方に伸びる。天丼部に回転ヘラ削 り、その他に回転横ナデが施されている。

邪身138は 口縁部が外傾 し端部は尖り気味に丸い。底部には粘土組の巻き上げ痕が顕著に戎る。

周清内出土遺物 (第43図、図版26)

不蓋 (139～ 144)139は 摘み部をもつ小型品である。返 りは口縁端部より下方に伸びる。140は摘

み部をもつ小型の完形品で返 りは口縁端部よりは下がる。141は摘みをもつ。返 りは口縁部より下方

に伸び接地する。142の天丼部は平たく、摘み部を欠失 している。日縁端部が接地する。143は丸い

天丼部の摘み部を欠失 し口縁端部が接地する。144は返 りをもたない大型品で扁平な摘み部の上部は

水平である。

時期 :出土 した須恵器の形態から古墳時代後期に時期比定する。

28号墳 (第44図、図版20)

調査区の中央部に位置する。検出遺構は周溝と主体部である。周溝は主体部の東側に「コ」の字

状に検出した。規模は長さ14.Om、 幅2.2m、 深さ0.25mを 浪1る 。主体部は石材をもたない土坑である。

平面形態は長方形で南北方向に主軸を取る。規模は長 さ2.34m、 幅1.05m、 深 さ0。 13mを測る。断面

形態は逆台形状である。遺物は周清内から須恵器が 1点出上している。

出土遺物 (第 44図 )

145は須恵器の壼の口縁部片。外反する国縁部の端部は丸い。

時期 :周溝 と主体部の形態が29号墳に類似することから、29号墳 と同じ古墳時代中期以降に時期

比定する。

29号墳 (第45図、図版21)

調査区南西部に位置する。検出した遺構は周溝と主体部である。周溝は主体部の東側に「コ」の

字状に検出した。規模は長さ7.8m、 幅2.2m、 深さ0.32mを測る。主体部は石材をもたない上坑である。

平面形態は長方形で東西方向に主軸を取る。規模は長さ (1,25)m、 幅1,06m、 深さ0。 28mを 測る。

断面形態は逆台形状である。遺物は主体部から鉄製品の鉾と刀が出土した。
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(S=1:3)
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20cmO

(S-1:3)

第43図 27号墳石室 。羨道部・周溝出土遺物実測図
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Ю
　

ゆ
。
ゅ

刊.明黄褐色土

2.褐色土

3.黄褐色土

4黒褐色土

5.に ぶい黄橙色土

6.黒褐色土 (に ぶい黄橙色土混 )

(S=1:100)

L=3140m

第44図  28号墳測量図・周溝内出土遺物実測図

0                   10cm

(S=113)

1.黒色上

2.黄褐色土 (地山)

3.褐色土 (2.混 )

4.黒福色土

Ｅ
Ｏ甘．一ＯＷ
コ
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Ｅ

ｏ
ｏ
．ω
ｏ
Ｈ

コ

1.黒褐色土
2暗褐色土
3暗茶褐色土
4.黄色土
5.茶黄色土
6暗黄茶褐色土

0                    5m

(S-1 :loo)

1.褐色土
2.暗褐色土

0                 1m

(S=刊 :20)

第45図 29号墳測量図・主体部出土遺物測量図

1479靱
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遺 構 と 遺 物

出土遺物 (第45'46図、図版27。 28)

146鉄鉾は完形品である。全長37.lcm、 身部全長26.5cm、 身部最大幅2,7cm、 袋部最大幅2.6cmを測る。

袋部に断面方形状の目釘が貫通 し端部を下方に折 り曲げている。袋部の断面は緩い角をもつ楕円形

である。内面に木質、外面に布の付着が見られる。147鉄刀は「く」の字状に折れ曲がり先端部と柄

の部分は欠損 している。残存長は24.4cm、 身部最大幅2.4cm、 棟部最大幅0.4cmを 測る。

時期 :出土 した鉄鉾の形態より古墳時代中期以降に時期比定する。

o                                      20cm

(S=1:3)

第46図 29号墳主体部出土遺物実測図
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東山古墳群 6次調査

2)土坑 (SK)

S K201(第 47図 )

調査区の北西部に位置 し27号墳の周溝を切る。平面形態は長方形である。規模は長 さ1.48m、 幅

0.72m、 深 さ0.19mを 測る。断面形態は皿状である。埋土は暗褐色土である。遺物は18cm× 23cmの角

礫が 1点出土 した。

時期 :古墳時代後期の27号墳を切るため古墳時代後期以降に時期比定する。

Ｅ
Ｏ
∞
，Ｏ
ｏ
ｗｗ
コ

L=3080m

1暗褐色土

2.黄褐色土

0                   2m2

第47図  SK201測量図  (S=1:40)

(2)弥生時代

1)溝 (SD)

S D201(第 48図 )

調査区の南部に位置 し29号墳の周溝に切 られる。規模は検出長4.31m、 深さ22cmを 測る。断面形態

はレンズ状である。埋土は黒褐色土である。遺物は弥生土器の甕形土器、壼形土器、器台形土器が

出土 した。

出土遺物 (第48図 )

甕 (148)口縁部を折 り曲げ端部断面は「コ」字状、胴部内外面にハケロ調整を施す。

壼 (149)平底の底部から胴部にかけての残存内外面は摩滅のため調整不明。

器台 (150)基部のみの残存である円孔を8方向に穿つ。

時期 :出土 した遺物の形態より弥生時代後期後半に時期比定する。

2)性格不明遺構 (SX)

S X201(第49図 )

調査区の南部に位置 し20号墳の周清に切 られる。規模は検出長2.29m、 幅0.59m、 深さ19cmを測る。

断面形態はレンズ状である。埋土は黒褐色土と暗褐色土である。遺物は弥生土器の小片が出土した。

時期 :出土 した遺物と、20号墳の周溝に切られるため弥生時代に時期比定する。
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o                             1200m

lS=1:40)               lS‐ ● 4)

第48図 S,201刺量図・出土造物実測図

20号墳周溝

L‐笠 70m

li黒掲1色土
2.暗褐色土

0.                             2m

第49図 9似腑測量図
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東山古墳群 6次調査

(3)中世

1)土坑 (SK)

S K202(図版20)

27号墳の調査中に石室内北側中央に、径50cmの 柔 らかい埋土があり、木の根によるものとして掘

り下げを行った。 しかし、石室床面の敷石がなく土師器の皿が重なり合って出土 したため、木の根

のカクランではなく遺構が存在していたものであり、出土 した土師皿は土坑出土遺物として掲載する。

遺構図は作成できず。

土師器 (第 50図 )

皿 (151～ 155) 151は平底の底部に回転糸切り痕が見られ、口縁部は尖り気味に丸く底部内面に

凹凸がある。152は 凹凸のある平底にやや厚く丸い口縁部をもち、底部は回転糸切り痕である。153

の底部は回転糸切り痕、内面に凹凸が見られる。154はやや凹む平底に回転糸切り痕と板状工具痕が

見られる。155は口縁外面にナデによるわずかな段が見られる。平底の底部には回転ヘラ切り痕があ

る。

時期 :出土 した遺物 より中世に時期比定す る。

0                 1ocm

(S=1:3)

第50図 SK202出 土遺物実測図

(4)そ の他出土地点不明出土遺物 (第 51図、図版28)

須恵器 (156～ 158)156。 157は郭蓋。156は口径12.6cmを測る。返りをもつ完形品である。天丼部

に摘み部をもち返 りは口縁端部と同じ高さである。157は扁平な天丼部と返 りをもち、天丼部の摘み

は欠失 している。返 りは回縁端部よりは下がらない。158は壺の口縁部片①短 く外反する口縁部の端

面は水平で凹む。

弥生土器 (159～ 170)甕 159～ 163は底部片。159は くびれの上げ底で器壁は厚い。160はわずかに

くびれる上げ底で器壁は薄い。161は上げ底。端部を欠失 している外面にハケロ調整を施す。162は

わずかに上げ底。外面にハケロ調整を施す。163は内外面にナデ調整を施す。164・ 165は壼底部。164

は平底。165は丸底の底部片。166は高郭の脚部片。167・ 168は複合口縁壺の口縁部片で口端部を欠

失している。168は拡張部に 2条の凹線を巡らす。169は壷。口頸部と底部を欠失している胴部片で

ある。外面にハケ、内面にナデ調整、外面頸部下にヘラによる「+」 の記号を施す。170は 長頸壺の

口頸部から】同部にかけての残存である。内外面にハケによる調整を施している。

縄文土器 (171)鉢形土器。口縁内面下部に 1条の凹線を巡らす。

鉄製品 (172・ 173)172は 鉄釘。173は鉄刀の小片か。
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東山古墳群 6次調査

4.小結

本調査からは、縄文時代晩期から中世の遺構と遺物 を検出した。遺構では、土坑 5基、清 1条、

性格不明遺構 2基、古墳 7基 を検出し、遺物では縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、鉄製品が

出土 した。

縄文時代 :遺構は検出されなかったが、 2区から縄文時代晩期の浅鉢が 1点出上 した。資料は 1

点 と少ないものではあるが、縄文時代晩期に調査地の東山古墳群の丘陵部において、生活が行われ

ていたこと示す資料である。

弥生時代 :前期の土坑を 5基と溝 1条 を検出した。このうち 2基の土坑には注目するものがある。

S K101は 、1.24× 0.72mを測る長方形土坑である。長軸と短軸の 3方向に石組みを配し、出土遺物

には鉄製品がある。S K 102は、1.93× 0.54mを測る長方形土坑である。長軸 と短軸の 2方向に石組

みを配 し、出土遺物に完形の鉢形土器がある。このように、長方形の土坑に石組みを配する土坑の

検出例は、東山古墳群 4地調査地からSK4・ SK5。 S K13の 3基の報告がある。 SK4は 1.62×

0.77mを 浪Iる 長方形の土坑に、長軸 2方向に石組みを配 し、出土遺物には弥生土器の小片がある。 S

K5は 1,43× 0.64mを 測る長方形土坑に、長軸と短軸 4方向に石組みを配 し、出土遺物には弥生土器

の小片がある。 S K13は一部調査区外に続 くが検出長1.30× 0.75mを 浪1る 長方形土坑には、検出した

さて、土坑のうち S K101か らは鉄製釘 l点、 S K103か らは鉄製釘 2点が出上 しているが、これ

らは出土状況が表土直下の埋土上部 (上層)で、形式的に見ても古代以降の形状を呈 し、近隣には

中世遺構 も存在 しているために、土坑の築造期に伴 うものではないと判断される。

としていたことを示す興味深い資料である。

古墳時代 :古墳 7基を検出した。 7基のうち主体部構造は 4基 (20号・24号・25号・27号 )が石室、

2基 (28号・29号 )が土羨墓、 1基 (26号 )は削平 され周溝のみである。この中で24号墳の石室構造

と29号墳出土品に興味深いものがある。

石室構造では、古墳時代後期の24号墳は標高44.80mに位置 し、東山古墳群内では一番高い位置で

検出された古墳である。石室構造は主軸方向が尾根筋に直行する形で岩盤を成形 して墓娠を作り出す。

松山平野でよく見られる石室構造は、奥壁は標高が高い方向に構築するが、24号墳では逆に羨道部

が奥壁部より標高の高い位置に作 られている。石室にはいるときには1.Omの段 を降 りて入室する状

況になる。このように羨道部が標高の高い位置に作 られ大きく段 を降 り入室する構造は、古墳時代

後期の横穴石室の構造を研究する上で貴重な資料となりうるものである。

出土遺物では、29号墳出土遺物に鉄鉾 と鉄刀がある。鉄鉾は東西方向に主軸をもつ長方形の土羨

墓から出土 した。出土状況は、切先 を東に向け、刃部を床面に垂直に立てた状態で出土 した。鉄刀

は土羨墓の西側から出土 した。鉄刀は先端部と柄の部分を欠失 し「く」の字状に折 り曲げている。

鉄鉾と折 り曲げられた鉄刀出土は、松山平野では報告例のない大変貴重なものであり、松山平野

における鉄製品の武具を研究 していく上での基礎資料となるものである。

中世 :1区 S X101・ 102は岩盤を大 きく削 り取った様相を示す。今後、周辺遺跡から出土する石材

に注目し出土資料の増加によりⅨ 101・ 102の 性格が明らかになると考える。
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遺 構 一 覧

凡例

遺物観察表

(1)各記載について

法量欄 ( ):復元推定値

調整欄 土器の各部位名称を略記。例)口→口縁部、頸→頸部、肩→肩部、胴→胴部、底→底部、

不→イ部、脚→脚部、天→天丼部。

胎土 。焼成欄 胎土欄では混和剤を略記①

例)石→石英、長→長石、密→精製度  ( )中 の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)石・長 (1～ 3)→ 「 1～ 3 mm大の石英、長石を含む」

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表1 溝一覧

表4 24号墳 出土遺物観察表 土製品

溝

(SD)
地   区 断面形

規 模  (m)
長さ×幅×深さ

方  向 埋  土 出土遺物 時 期 備  考

2 レンズ状 4.22)(0,42)(022 黒褐色土 弥生土器

表2 土坑一覧

土坑

(SK)
地  区 平面形 断面形

規 模  (m)

長さ(長径)×幅 (短径)×深さ

床面積

(活 )

埋  土 出土遺物 時 期 備  考

1 長方 皿 状 ■04×聰×&押
縄文晩期～

称生前半

1 長 方 皿 状 i93× &'チ×α30
黒褐色土
fIFI普 拐毎 十 鉢形土器

伺更IIm剛 ～

祢生前半

1 円 レンヌ司犬 2.70× 2 10× 0,53 黄褐色土
礎 X明 期 ～

祢生前半

1 長方 逆台形状 1,15× 074)(023
礎文晩剰～

祢生前期
銚 101に切られる

1 楕 円 皿状 1.64XO,73)(0.13
側X晩別～

祢生前半

2 長方 皿状 150× 0.72× 018 角礫
百填 時 代

後期以降
27号墳の周溝を切る

表3 性格不明遺構一覧

士格下明遺幣

(SX)
地  区 平面形 断面形

規 模  (m)
長さ(長径)×幅 (短径)×深さ

床面積

(請 )

埋  土 出土遺物 時 期 備  考

1 不整 不 明 8 8)(7 0)〈 2 7 褐色土
土 師 器

須 恵 器 中世 埴輪

1 円形状 不 明 5,4× 2.4X3.2 掲色土 中世

201 2 楕 円 レンズ 229)(0.59)(019 黒褐色土
暗褐色土 弥生土器 称生時代

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

1 イ蓋
口 径 (127)

残高  3.1
口端部は丸い

回転ヘラケズリ

回転ナデ
回転ナデ 灰色

密

○

2 邪蓋
口 径 (148)

残高  3.4
口端部は尖り気味に丸い。 回転ナデ 回転ナデ 淡青灰色

密

○

3 邪身

口径  127

器 高   40

短く伸びる受部。内傾する立ち上が

りの端部は丸い。

9ナデ
〇回転ヘラケズリ

2/3
回転ナデ 灰色

密

○

4 邪身

口 4垂 12.4

器高   4,0

扁平な底部に短い受部。内傾する

立ち上がりの端部は尖り気味に丸い。

③回転ナデ
D回転ヘラケズリ

1/3
回転ナデ 灰白色

密

○
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24号墳 出上遺物観察表 土製品

表6 24号墳 出土遺物観察表 装身具

東山古墳群 6次調査

(2)

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

5 邦 身

口て垂 129

器高  43
内傾する立ち上がりに短い受部の

器壁は厚い。

D回転ナデ

D回転ヘラケズリ
回転ナデ 灰色

密

○

高邪

ロイ垂(130)

残高   3.9

やや外傾する口縁部、端部は尖り気
味に丸い。

D回転ナデ

廼9回転ヘラケズリ
回転ナデ 灰色

密

○
釉付着

7 長頸重
日径 (153)

力民F慧  12.3

大きく外反する口縁部の端部は肥
厚され角い。中位に凹線1条 と幅広
の刺突文を施す。

ヨコナデ ヨコナデ 橙 色
長(1～35)

○

壺

口径 (23.0)

残高  80
短く外反する日縁部の端部は肥厚
され丸い。

③ナデ

Dタタキ

⊃ナデ

の同心円文
灰色

石,長 ,砂
(少 )

○

表5 24号墳 出土遺物観察表 鉄製品

番 号 器 種 遺存状態 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

9 鏃 ≧ 部 欠 損 鉄  製 7.60 木質付着

鏃 茎 部 欠 損 鉄  製 10.84 棘状の箆被

鏃 茎 部 欠 損 鉄  製 1301

鏃 ≧ 部 欠 損 鉄  製 0.2 1.36

鏃 茎 部 鉄  製 153 木質付着

鏃 鏃 身 部 欠 損 鉄 製 26 1,36 根巻 (木質付着)

鏃 鏃 身 部 欠 損 鉄  製 3.6 3.96 繊維質

鏃 茎 部 先 端 鉄 製 0.2 0,78 植物質残る

鏃 茎 部 鉄  製 2.46

釘 頭 部 欠 損 鉄  製 3,79 木質付着

刀 子 先 端 部 欠 損 鉄  製 12 12.40 木質、鹿角が残る

刀  子  柄 柄 骨 0.88 鹿角柄

番 号 器 種 残 存 材  質
法  量

備  考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 了し宅騒(cm) 重さ(g)

/Jヽ 玉 7L 形 ガ  ラ  ス 021 035 012 003

/」 玉 万 形 ガ  ラ  ス 027 0.38 0.10 0.06

/Jヽ 玉 ほ ば 完 形 ガ  ラ  ス 0.38 050 016 010

/J 玉 万 形 ガ  ラ  ス 020 0.40 0.18 0.04

↓ 玉 一 部 欠 損 ガ  ラ  ス 0.25 042 012 005
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番 号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 孔径 (cm) 重さ(g)

/Jヽ 玉 7E 形 ガ 一ク ス 0.21 035 0.10 003

玉 ほ イゴ 完 形 ガ  ラ  ス 030 0.40 010 0.07

/」ヽ 玉 7L 形 ガ  ラ  ス 025 0.48 020 007

/」ヽ 玉 亦 形 ガ フ ス 030 050 0,18 0.10

/」ヽ 玉 形 ガ  ラ  ス 039 0.50 015 0.13

/Jヽ 玉 7E 形 ガ  ラ  ス 030 0.40 0.12 006

/Jヽ 玉 邦 形 ガ  ラ  ス 030 0.40 010 0.07

/」ヽ 玉 形 ガ  ラ  ス 020 0.40 020 0.04

/1ヽ 玉 7E 形 ガ  ラ  ス 0.28 0.40 0.13 006

/」ヽ 玉 形 ガ フ ス 028 0.39 0.10 005

/J 玉 万 形 ガ フ ス 0,25 039 0.10 005

玉 7E 形 ガ フ ス 028 0.42 0.10 0.07

/Jヽ 玉 形 ガ  ラ  ス 0,30 0.50 0 13 008

ガヽ 玉 /13 形 ガ  ラ  ス 024 0.41 020 0.05

/」ヽ 玉 形 ガ  ラ  ス 0,40 0.40 020 0.09

丸 玉 ほ イぎ 完 形 ガ  ラ  ス 058 0,75 028 0.35

丸 玉 ル 形 ガ  ラ  ス 0.57 0,78 015 0.50

丸 玉 形 ガ フ ス 0.54 0.69 020 0.37

/Jヽ 玉 7E 形 ガ フ ス 0.25 0.25 0.10 005

/Jヽ 玉 万 形 ガ  ラ  ス 0.20 035 010 0.03

/Jヽ 玉 九 形 ガ  ラ  ス 020 0.40 0.18 005

/」ヽ 玉 売 形 ガ フ ス 0.28 040 0 13 0.06

/Jヽ 玉 形 ガ  ラ  ス 030 0.44 0.20 006

/Jヽ 玉 万 形 ガ  ラ  ス 0.25 0.42 0,10 0.07

/」ヽ 玉 7C 形 ガ  ラ  ス 0.21 034 0.10 004

/Jヽ 玉 形 ガ フ ス 0.20 0,36 0.10 0.03

/1 玉 形卵 ガ フ ス 0.21 0,38 0.15 0.04

24号墳 出土遺物観察表 装身具

遺 物 観 察 表

(2)
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番号 器 種 残  存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 叫尋(cm) 孔径 (cm) 重さ(g)

臼 玉 ほ tゴ 完 形 石 038 0.82 0.20 0.36

管 玉 万 形 碧 玉 1.50 060 0 19 112

勾 玉 約 1/2 水 日
帥 180 080 018

24号墳 出土遺物観察表 装身具

東山古墳群 6次調査

(3)

表7 24号墳周清内 出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

郭身

日径 (110)

テ篤F毒   27

内傾する立ち上がりの端部は尖り気

味に丸い。
回転ナデ 回転ナデ 天色

密

◎

邪身

口径 (11.4)

残高  26

外上方に短く伸びる受部。内傾気

味に短い立ち上がり。
回転ナデ 回転ナデ 天色

密

○

邪 身

口径 (106)

力埓澪慧  3.2

水平に伸びる受部。直立気味に短く

伸びる立ち上がり。
回転ナデ 回転ナデ 天色

密

○

高邪

口径 (120)

力篤干護  36

直立気味に伸びる口縁部の端部は
尖り気味である。外面に幅広の刺突
文を施す。

回転ナデ 回転ナデ 仄色

密

○

笠

口 4垂 (126)

力篤千き  35
外傾する口縁部、端部は肥厚される。回転ナデ 回転ナデ 青灰色

密

○

宝

口径 (77)

残 高   49

口縁部は外傾して端部手前で内傾

気味に直立する。
回転ナデ 回転ナデ 天色

密

○

表3 24号墳周溝内 出土遺物観察表 鉄製品

番 号 器 種 遺存状態 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 月言さ(cm) 重量 (g)

鏃 茎 部 欠 損 鉄  製 2028

表9 25号墳 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

高 不

口 4垂 (137)

力篤拝三  8.2

不部中位に1条の凹線、脚部に2条

の凹線。

③回転ナデ
壺D回転ヘラケズリ
D回転ナデ

①回転ナデ

⑪しIFり痕
嗜青灰色

密

○

長頸

霊

残高 139 胴部中位に2条の凹線。
⊃～⑪回転ナデ

Θ回転ヘラケズリ

◎回転ナデ

⑩ナデ
天色

密

○
釉付着

表10 25号墳 出上遺物観察表 装身具

番 号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 孔径 (cm) 重さ(g)

耳 環 形 銅   製 1613

表1l SK101 出土遺物観察表 鉄製品

番号 器 種 依存状態 材 質
法  量

備  考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

釘 先 端 部 欠 損 鉄  製 12.22 木質付着
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表14 SK101 出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

表12 SK102 出上遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

鉢

口径 (11,1)
底 径 104

=:拝
慧 103

わずかに上げ底風の底部。直立す
る口縁部の端部は尖り気味。上部と
下部に凸帯を施す。

磨滅のため不明 磨減のため不明 乳橙色
長 (1)

◎

表13 SK103 出土遺物観察表 鉄製品

番 号 器  種 遺存状態 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 中目(cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

釘 頭 部 欠 損 鉄  製 650 050 6.49

釘 先 端 部 欠 損 鉄  製 4.20

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

邪

口 径 (126)
底 径   80
器 高   39

外上方に伸びる口縁部の端部は尖
り気味に丸い。

Э回転ナデ

D回転糸切り

回転ナデ

①ナデ
淡黄色

密

◎
黒斑

邦

径
径
高

口
底
器

高台付の底部に外傾する口縁部。
端部は丸い。

Э回転ナデ

①回転ヘラ切り
回転ナデ 黄橙色

密

◎

邦
庭ミそ垂( 74)

残高  24
高台付。

D回転ナデ

Dナデ
回転ナデ 黄橙色

石・長(1～ 2)

○

邦
底イ垂  78

房鳥拝憲  25
直立に立ち上がる高台。

⑩ヨコナデ

〇回転ヘラ切り
ヨコナデ 黄橙色

密

◎

邪
底径 ( 7.0)

残高  21
高台付。

⑩ヨコナデ

①磨減のため不明
ヨコナデ 黄橙色

石.長
(1～ 2)

○

郷
底 径 ( 66)

残 高  1.4
高台付。

⑪ヨヨナデ

〇回転ヘラ切り
ヨコナデ 淡黄色

密

◎

不
底径 (80)

力篤干憲  2.2
やや凹む平底。

⑩ヨコナデ

Θナデ
ナデ 橙色

石・長(1～ 2)

○

郭
底径 ( 6.6)

残高  19
高台付。

⑪ヨコナデ

⑥回転ヘラ切り
ヨヨナデ 黄橙色

石。長(1～ 5)

○

必
底径 ( 74)

残高  14
平底。 ヨコナデ ナデ 黄橙色

長 (1)

○

邦
底径 ( 82)

残高  1.4
高台付。 ヨコナデ ヨコナデ 黄橙色

長 (1)

○
黒斑

皿

底径 (66)

残高  15
やや凹み気味の平底。

⑦ヨコナデ

D回転糸切り
ヨコナデ 淡黄色

密

◎

皿
底径 ( 7.0)

残高  21
平底。

⑦ヨコナデ

③ナデ
ヨコナデ 淡黄橙色

密

◎

皿

底径  70

残高  1.5
やや凹む平底。ヘラ切り痕あり。

◎ヨコナデ

⑥回転ヘラ切り
ヨコナデ

黄橙色

暗褐色

密

◎

83 皿

口径
底径 (

器高
やや凹む平底。ヘラ切り痕あり。

◎ヨコナデ

⑥回転ヘラ切り

ヨコナデ

①ナデ
黄橙色

密

◎

皿

底径 (6.8)

残高  15
平底。

◎ヨコナデ

①ナデ
ヨヨナデ 淡黄橙色

長(1)

◎
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番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

皿
底 径 ( 56)

残 高  13
平底。ヘラ切り痕あり。

Θ暦減のため不明

①回転ヘラ切り
ヨコナデ 淡黄橙色

長 (1)

◎

皿
底イ垂 60
残高 12

底部内外面は凹凸状。糸切り痕あり。
Θヨコナデ

①回転糸切り
ヨコナデ 淡黄橙色

長 (1)

◎

皿
底 4垂 (60)

残高 1.2
平底。ヘラ切り痕あり。

Oヨコナデ

〇回転ヘラ切り
ヨコナデ 黄橙色

長 (1)

◎

皿
底イヱ( 66)

残高  1.8
やや凹む平底 。

Θヨコナデ

①回転ヘラ切り
ヨコナデ

淡黄橙色

黄橙色

長 (1)

◎

皿
底径  6_0

残高  1,7
凸凹のある平底 。

◎ヨコナデ

〇回転ヘラ切り
ヨコナデ 淡黄色

石 (2)

◎

皿
底 径 (60)

残 高   2_0
平底。

◎]コナデ→ナデ

①ナデ

Θヨヨナデ

①ナデ
淡黄橙色

石・長 (1)

○

皿
底径 (60)

残高  1.6

やや凹み気味な平底。ヘラ切り痕あ

り。

①ヨコナデ

〇回転ヘラ切り
ヨコナデ 褐橙色

石・長 (1)

○

皿
底径 (65)

残 高  1,1
平底。糸切り痕あり。

O磨減のため不明

Θ回転糸切り
磨減のため不明 黄橙色

石。長 (1)

◎

皿
底径 (68)

努鷺拝3  2.3
平底 。

◎ヨコナデ

⑮ナデ
ヨコナデ 淡黄色 醐

◎

皿
底径 (61)

残高  08
平底。糸切り痕あり。

Θ磨減のため不明

〇回転糸切り
ナデ 褐橙色

長 (1)

◎

皿
底イ垂(56)

残高 19
平底 。ヘラ切 り痕あり。

Θヨコナデ

〇回転ヘラ切り
ヨコナデ 淡黄橙色

石・長(1～ 5)

○

皿
底径 ( 68)

残 高 19
やや凹む平底。糸切り痕あり。

Θヨコナデ

①回転糸切り
ヨコナデ 褐橙色

石・長 (1)

◎

皿
,点イ垂(76)
残高  14

平底 。ヘラ切 り痕 あり。
◎ヨコナデ

①回転ヘラ切り
ヨコナデ 黄橙色

密

◎

婉
底至垂( 58)

残高  18
断面三角形状の高台を張り付ける。

◎ヨコナデ

〇磨減のため不明
ヨコナデ 貢橙色

長(1)

○

三足付
土釜

ロイ垂 22.2

器浮慧 24.6
口縁下部に凸帯を1条施す。

ナデ

(指頭痕 )

Э⑪′サ偲本/m)

D磨減のため不明
茶褐色

石'長 (1～ 3)

○
釉付着

壼
底 径  90

残 高   62
平底で扁平な月同部。

⑩回転ナデ

〇ナデ

9回転ナデ

⑩回転ヘラケズリ
黄橙色

密

◎

壼
日径 (300)

残高  80
短く内湾する口縁部。外面に2条の

凹線を施す。
ヨコナデ

Эヨヨナデ

⑦磨減のため不明
淡黄褐色

石・長(1～ 3)

◎

甕
口径

残高
短く外反する日縁部。

Θヨコナデ

⑪磨減のため不明

Dヨヨナデ

0磨減のため不明
茶褐色

石 長(1～ 4)

○

器 台
口径 (332)

残 高 19
口縁端部に波状文を施す。 ナデ ナデ 淡黄褐色

石・長(1～ 6)

○

壷
底径 (

残高
厚い底部。 審滅のため不明 ハケ(8本/cm) 淡黄褐色

石・長(1～ 2)

○

甕
底径 ( 6_0)

力篤梓考  42
底部は凹凸があり不安定。 蓉減のため不明 審滅のため不明

茶褐色

暗褐色

石・長(1～ 4)

○

SX101 出土遺物観察表 土製品

東山古墳群 6次調査

(2)
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番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

ジコッキ型

筑

底イ垂( 82)

残高  67
平底で内湾する胴部。

⑦回転ナデ

③ナデ
ヨコナデ 淡黄色

密

◎
黒斑

埴輪
底径 180

カ鳥|三 221

外傾しながら直線的に伸びる体部に
タガを1条施す。

審滅のため不明 審滅のため不明 淡黄色
密

○

埴輪
底径 20.0

カ篤干慧 231

やや開く底部より直立する体部にタ
ガを1条施す。

ハケ(5本/cm)

ナデ(指頭痕)

ハケ(5本 /cm)

指押え
黄橙色

長 (1)

○

埴輪
底径 (174)

残高 145
直立気味に伸びる体部。 磨減のため不明 蒼減のため不明 黄橙色

長 (1)

○

埴輪
底径 (16.3)

残高 12.9
内傾する立ち上がり。 磨減のため不明

暦減のため不明

(指頭痕)

淡黄橙色
長 (1)

○

高邪 残 高 1

脚 中位に2条の沈線。3方向に2段の

透かし。
回転ナデ

〇 ナデ

〇 回転ナデ
灰色

密

◎
釉付着

高イ 残 高
脚 中位に2条の沈線。3方向に2段の

透かし。
回転ナデ

巨⊃ナデ、絞り痕

の 回転ナデ

青灰色

灰掲色

密

◎

高不
底径

残高

「ハ」の字状に短く伸びる脚部◇端

部は凹む。
回転ナデ 回転ナデ 灰色

密

◎

菱
ロイ垂 167

現完千三 148

外反する短い口縁部は端部で肥厚
され丸い。

◎回転ナデ

⑪平行タタキ

Θ回転ナデ

⑩ナデ
灰色

石,長
(1～ 2)

◎
釉付着

甕
口 径 (168)

残高 84
短く外反する日縁部。 回転ナデ 回転ナデ 灰色

密

○
釉付着

甕 残 高   59
外上方に伸びる口縁部。日縁部 内

面に自ユ輪 がかかる。

①回転ナデ

◎平行タタキ

◎回転ナデ

①タタキ
吹色

長 (1～ 2)

○
釉付着

壼 残 高
2本 1組の沈線 3条。沈線 間に波状

文を施す。
回転ナデ 回転ナデ 灰色

長 (1～ 3)

◎

器 台 残 高  78
長方形と円形の透かしと波状文を2

条施す。
回転ナデ ナデ 灰色

密

◎

臨 残 高 やや月同の張った体部。
範正)カキ目(8本/cm)

qこ)回転ヘラケズリ

⑩回転ナデ

①ナデ
青灰色

石'長 (1～ 2)

○

坑
ロイ垂 94
器高  6.0

丸底 。日端部は尖り気味に丸い。把

手が十寸く。
ヨコナデ

ヨコナデ

(指頭痕 )

橙 色
密

○

雰

ロイ垂(154)
贋ミ至垂( 80)
器 高  40

大きく外方向に開く日縁部。端部は

尖り気味に丸い。高台付。
磨滅のため不明 審滅のため不明 黄橙色

密

◎

122 婉

口 径  (126)
鷹岳イ垂 ( 70)
器 高   50

内湾しながら、外上方に伸びる日縁

吉卜。端吉躊は丸セゝ。高台イ寸。

③回転ナデ

D回転ヘラ切リ
回転ナデ 淡黄色

密

◎

SX101 出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

(3)

表15 20号墳 出土遺物観察表 上製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面|

色調
(内 面|

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

123 郭蓋
口径

器 高

返りは口縁端部より下方に伸びる。

摘みが付く。

Э回転ヘラケズリ

D回転ナデ
回転ナデ 灰 色

密

○

邪蓋
口径 (214)

器高  4.0
扁平な天丼部。日縁部は丸い

D回転ヘラケズリ

D回転ナデ

〇ナデ

Θ回転ナデ
灰色

密

○

125 鉢
ロイ垂 160

器高 104

口縁部を外上方に短く折り曲げる。

端部は丸い。丸底。

審減のため不明

(指頭痕)

磨減のため不明

(ナデ)

褐色
石・長(1～ 5)

○
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表16 20号墳 出土遺物観察表 装身具

番 号 器 種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

耳 環 ほ イぎ完 形 銅 製

東山古墳群 6次調査

表17 27号墳 出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

127 郵身
口径

器高

内湾気味に立ち上がる日縁端部は

尖り気味に丸い。
磨減のため不明 審減のため不明 灰白色

密

△

128 舗
邪

径
径
高

口
底
器

断面四角形の高台が付く。

日縁部はやや尖り気味に丸い。
磨減のため不明 書減のため不明 灰白色

密

△

壷
口径 (191)

残高 6.1

外湾する日縁部の端部は上下に肥

厚させ段をなす。
回転ナデ 可転ナデ 灰色

密

○
釉付着

台付

長頸重

基部径47
残高 14.8

日縁部中位に2条胴部中位に1条の

凹線が巡る。
回転ナデ 回転ナデ 灰色

密

○

壼
底部(132)

残高 7.1
厚い平底の底部。外傾する胴部。

⑩回転ナデ

①ナデ
回転ナデ

色

色

白

灰

灰

密

○

132 邦
径

高

口

器

174

53
外傾する日縁部。端部を内側に丸く

月巴厚させる。

ナデ

(ケズリ)

ナデ
黄橙色

淡黄橙色

密

○

表13 27号墳 出土遺物観察表 鉄製品

番 号 器 種 遺存状態 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

釘 先端部欠t_l 鉄 製

釘 先端部欠損 鉄 製 木質付着

釘 先端部欠損 鉄 製 2.27 木質付着

釘
頭 部 及 び

先端部欠損
鉄 製 木質付着

表19 27号墳羨道部 出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

137 郭蓋
径

高

口

器

内傾 する返 り部 は日縁端部より下

方に伸びる。

Э回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転ナデ 灰色

密

◎

郵身
径

高

口

器

115

4,5

底部に粘土紐の巻き上 げ痕が顕著

に残る。
回転ナデ 回転ナデ 天色

密

○

郭蓋
口径 (102)

器高 3.5
返りは口縁部より下方に伸びる。

Э回転ヘラケズリ

Э回転ナデ
回転ナデ 灰色

密

○

不蓋
径

高

口

器

111

3.2
返りは日縁部より下方に伸びる。

Э回転ヘラケズリ

Э回転ナデ
回転ナデ 灰色

密

○
髄付着

不蓋
径

高

口

器

10,2

3.0

返りは口縁部より下方に伸びる。大

きめの摘みが付く。

Э回転ヘラケズリ

D回転ナデ
回転ナデ 灰色

密

○
髄付着

不蓋
口径 (11,2)

器高 1.6
平坦な天丼部。摘み部欠損。

Э回転ヘラケズリ

D回転ナデ
回転ナデ 灰色

密

○
lH付着
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表20 27号墳周溝内 出土遺物観察表 土製品

表22 29号墳 出土遺物観察表 鉄製品

表23 SD201 出土遺物観察表 土製品

表24 SK202 出土遺物観察表 土製品

表25 その他出土地点不明 出土遺物観察表 上製品

遺 物 観 察 表

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内 面

邪蓋
回径 10.5

残高 25
短く内傾する返り部は接地しなヽ

Э回転ヘラケズリ

0回転ナデ
回転ナデ 灰色

密

○
釉付着

144 邪蓋
口径 16.8

器高 17
口縁端音口まわず力寸こ屈曲し接地する。

摘み部上部は水平。
コ転ナデ コ転ナデ 灰 色

密

○
釉付着

表21 28号墳 出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

壼
口径 (12.9)

残高 2.9
口縁端部は肥厚され丸い 回転ナデ 回転ナデ 灰色

密

○

番 号 器  種 遺存状態 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 中目(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

鉄 鉾 形 鉄 製 37.1 1738

鉄 刀 身 部 鉄 製 83.1

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

餐
口径 (228)

残高 10.5

口縁部は折り曲げ端部の断面は「コJ

字状。

Θヨコナデ

⑪ハケ脩本/cln)

Θヨヨナデ

⑪′サ鬱本/c14)

責橙色

淡黄橙色

長(2～ 3)

○

士更
涯ミ音F  50

残高 12.9

平底。外傾しながら内湾して立ち上

がる月同部。

磨減
一部ハケ(7本 /cm)

⑩ナデ上げ

D指頭痕
凋褐色

長(2～ 3)

○

器 台 残高 8,1 2段の円孔を8方向に施す。 ハケ(7A/ctn) ハケ(7本/om) 黄橙色 石'長 (05～ 35)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

皿

径
径
高

口
底
器

平底。日縁端部は尖り気味に丸い
Oヨコナデ

D回転糸切り痕
ヨコナデ 黄橙色

密

○

152 皿

径
径
高

口
底
器

平底。日端部は丸い。
Θヨヨナデ

〇回転糸切り痕
ヨコナデ 淡黄橙色

密

○

皿

径
径
高

口
底
器

平底。底部内外面に凹凸あり。
Θヨコナデ

〇回転糸切り痕
ヨコナデ 黄橙色

密

○

皿

径
径
高

口
底
器

やや凹む平底。口端部は丸い。
O磨減のため不明

①回転糸切り痕

○ヨコナデ

⑮ナデ

淡黄色

淡黄橙色

石・長(1～ 2)

○

皿

径
径
高

口
底
器

平底。口縁手前にナデによる段が見

られる。端部は丸い。

Oヨコナデ

〇回転ヘラ切り痕
ヨコナデ 淡灰黄色

密

○

1

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内 面

邦蓋
径

高

口

器

12.6

3.7

返りのつく杯蓋。返りは日縁部と同

じ高さ。

〇回転ヘラケズリ

◎回転ナデ
回転ナデ 灰 色

密

○
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その他出土地点不明 出土遺物観察表 土製品

表26 その他出土地点不明 出土遺物観察表 鉄製品

東山古墳群 6次調査

(2)

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内 面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

不蓋
口径 110
残高  18

返りは短く内傾する。摘み部を欠損。 回転ナデ 回転ナデ 灰 色
密

○

壷
ロイ垂  9.6

カ篤拝憲  3.0

短 く外反する口縁部 。端部 は水平
で凹む。 コ転ナデ 回転ナデ 灰色

密

○

甕
底 径   4.5

残 高   55
くびれの上げ底。

Φハケ

Θナデ

ナデ

(押圧痕)

明褐色
石・長(1～ 4)

○

甕
底径  (3.6)

残 高   23
わずかにくびれる上げ底。

⑪ハケ

〇ナデ
ナデ

明褐色

明褐灰色

石・長(1～ 3)

○

甕 残 高   28 上げ底。底部端部欠損。
ハケ

ナデ
ナデ

凋褐色

嗜灰色

石・長(1～ 3)

○

甕
底径 (64)

残高  2.6
わずかに上げ底。

⑩ハケ(8～ 9本 /cn)

〇ナデ
ナデ

淡黄橙色

淡灰黄色

石・長(1～ 3)

○

甕
底径 (70)

残高  4.3
わずかに上げ底。

ヨコナデ

ナデ
ナデ

淡黄橙色

暗灰色

長 (1～ 2)

○

壷
底 径   65

残 高   24
平底。 審減のため不明 蓉減のため不明 明褐色

石・長(1～ 4)

○

壷
底径  (42)

残高  18
丸底 。 ナデ ナデ

明帽色

淡褐灰色

石・長(1～ 3)

○

高 邪 残 高 柱部。 警減のため不明 蓉滅のため不明
明黄橙色

黄褐色

石。長(1～ 4)

○

壷 残高   59 複合口縁。
ヨコナデ

'ヽ

ケ(5本 /皿 )→ヨヨナデ
ヨコナデ 明褐色 石'長 (1～ 3)

壷 残高  27
口縁拡張部に2条の凹線と刻目を施

す 。
ヨコナデ ヨコナデ 淡黄橙色

石・長(1～ 4)

○

壺 残 高 月同上吉躊にヘラ言己号『■』あり。 ハケ(7本 /cnl) ヨコナデ
明褐色

褐灰色

石・長(1～4)

○
黒斑

霊頸重
基部径 (8,0)

テ篤下三  14,7
直立気味に伸びる日縁部。 ハケ(6本/cm) ハケ(4本 /cm)→ナデ明褐色

石・長(1～ 6)

○

浅鉢
ロイ垂 (228)

残高   58
口縁内面に凹線1条。 磨減のため不明 ナデ

褐色

灰褐色

長 (1)

O 縄文

番 号 器 種 残存状態 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 叫尋(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

釘 頭 部 欠 損 鉄 製

173 刀 身 部 鉄 製 47 2.3 11,9[
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第4章 東山鳶が森古墳群 1次調査・2次調査、寄贈鉄製品
ここでは、昭和53年・54年に調査を行った東山鳶が森 1次 。2次調査地から出上した鉄製品の内、

保存処理の関係から報告書に掲載されなかった34点 と、平成元年に調査を行った東山古墳群 3次調

査の時に、地元住民の方から、東山古墳群内出土遺物として調査地に近接する倉庫に、保管されて

いた鉄製品26点 を寄贈していただいた。

これら60点の鉄製品について整理を行い、遺物実測図と保存処理後の写真図版とX線写真を掲載

する。

(S=1 :500)

第52図 東山鳶が森古墳群1次・2次調査地遺構配置図

導
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東山鳶が森古墳群 1次 。2次

1.東山鳶が森古墳群 1次 。2次調査地出土品

1次・2次調査地からは、1号墳1点、3号墳7点、4号墳10点、6号墳4点、8号墳10点の計32点の鉄製品がある。

(1)1号墳

主体部はA・ Bの2つの主体部をもつ。主体部は、壊滅状態であり基底石数個と床面に玉石を一部分残す。

出土遺物は須恵器の無蓋高邦1点と短頸壼2点の報告がある。

1号墳からは鉄鏃 1点である。1001は鉄鏃基部は欠失している。

(2)3号墳

墳丘規模は、最大径12mを預1る 円墳である。主体部はほとんど壊滅状態であり、基底石数個と床面に玉石を

残す状態である。出土遺物は人骨、土師筑、鋤先、鉄鏃7点、刀子5点 、鎌1(不明2)点の報告がある。

3号墳からは鉄鏃4点、鉄刀1点、鎌 1点、鋤先 1点の計7点である。1002～ 1005は鉄鏃、両端部を欠失してい

る。断面は長方形である。1006は鉄刀の小片。1007は鉄鎌の小片。1008は鋤先、断面は「V」 字状になる。

(3)4号墳

墳丘規模は、最大径13.7mを測る円墳である。主体部はA・ Bの 2つ の石室をもつ1墳丘2石室の横穴式石室

である。A石室は玄室長3,2m、奥壁幅1.8mを測り羨道部をもつ。出土遺物は須恵器、耳環、切子玉、丸玉、管玉、

小玉、鈍、刀子、鉄鏃、鎌、鉄斧、馬具など多数ある。B石室は玄室長2.3m、 床幅1.Omを測る。出土遺物は耳環、

管玉、丸玉、小玉、刀子、鉄鏃など多数の報告がある。

4号墳からは、鉄鏃6点、刀子2点、鉄刀3点の計■点である。1009～ 1013は鉄鏃。1009は錆により2本が付着

している。1010～ 1012は断面長方形である。1013は基部木質が付着している。

(4)6号墳

墳丘は、最大径19mが推定される円墳である。主体部は基底石を1段残し割石とナ|1原石を敷いている。出土

遺物は須恵器、鋼鏡片、耳環、棗玉、切子玉、丸玉、小玉、刀子、鉄鏃、鎌、鋲がある。

6号墳からは、鉄鏃 1点、鉄刀4点の計5点である。

(5)8号墳

墳丘規模は、最大径14mを測る円墳である。主体部はA・ B2つの石室をもつ。A石室は玄室長4.lm、 玄室幅

2.2mを測る。床面には角礫と玉石を敷く。出土遺物は須恵器、耳環、トンボ玉、棗玉、丸玉、鈍、刀子、直刀、鉄鏃、

鉄斧、鎌など多数ある。B石室は、A石室に直行する形で検出したc規模は、全長2.8m、 幅1.3mを測る。床面に

玉石を敷く。出土遺物は須恵器、耳環、小玉、刀子、鉄片がある。

8号墳からは、鉄鏃4点、釘1点、刀子4点、鞘じり1点の計10点である。

(6)寄贈品 (平成元年東山古墳群3次調査 )

鉄鏃。刀子・鋲・馬具の23点である。
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東中鳶が森吉墳群 1次・ Z次
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第58図 寄贈鉄製品実測図 (2)
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遺 物 観 察 表

表27 東山鳶が森古墳群1次調査地1号墳 出土遺物観察表 鉄製品

表28 東山鳶が森古墳群1次調査地3号墳 出土遺物観察表 鉄製品

表29 東山鳶が森古墳群1次調査地4号墳 出土遺物観察表 鉄製品

表30 東山鳶が森古墳群1次調査地6号墳 出土遺物観察表 鉄製品

表31 東山鳶が森古墳群2次調査地8号墳 出土遺物観察表 鉄製品

番 号 器 種 残存状態 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

1001 鏃 茎 部 欠 損 鉄 製 113 10.21

番 号 器 種 残存状態 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

1002 鏃 箆  被  部 鉄 製 85ε 2個 体

鏃 箆  被  部 鉄 製 63〔

鏃 斃 被  部 鉄 製 5.4( 木質付着

鏃 箆  被  部 鉄 製 20(

刀 鉄 製 2584

鎌 鉄 製 22 132〔 木質付着

鋤先 鉄 製 7.9[

番 号 器 種 残存状態 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

鏃 鉄 製 17.5C 2個 体

1010 鏃 鉄 製 3.81

1011 鏃 箆 被 部 片 鉄 製 33C

1012 鏃 鉄 製 24C

1013 鏃 茎  先  端 鉄 製 045 木質付着

1014 刀子 鉄 製 8.3C

1015 刀子 茎 部 鉄 製 4.05 木質付着

1016 刀 鉄 製 125 36.06

1017 刀 鉄 製 107 31.43

1018 刀 鉄 製 25,74

番号 器 種 残存状態 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

1019 鏃 鏃 身部 欠損 鉄 製 10.6 長 茎

1020 刀 鉄 製 215〔

1021 刀子 鉄 製 877

1022 刀子 茎 部 鉄 製 33 3.61

番 号 器 種 残存状態 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

1023 鏃 鉄 製 5.20 根 巻 痕

鏃 茎 鉄 製 0.61 木質付着

1025 鏃 茎 部 鉄 製 0.47 木質付着
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遺 物 観 察 表

表31 東山鳶が森古墳群2次調査地8号墳 出土遺物観察表 鉄製品 (2)

番 号 器 種 残存状態 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

鏃 箆  被  部 鉄 製 24(

1027 釘 鉄 製 1.62

1028 刀 子 鉄 製 123

1029 刀子 茎 部 鉄 製 507 本質付着

1030 刀子 鉄 製 0.88 木質付着

1031 刀 子 鉄 製 7.43

1032 サヤジリ 鉄 製 498

表32 寄贈品遺物観察表 鉄製品

番 号 器  種 残存状態 材 質
法   量

備 考 図版
長さ(cm) 引目(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

1033 鏃 先 端 欠 損 鉄 製 136 2085 木質付着

1034 鏃 鉄 製 65写

1035 鏃 鉄 製 2.2 301

1036 鏃 茎 部 鉄 製 2.2 1.6C 木質付着

1037 鋲 弟 形 鉄 製 2.33

刀子 鉄 製 69C 木質付着

1039 轡 鉄 製 22.6

1040 轡 鉄 製 62.05

1041 轡 立聞付鏡板片 鉄 製 2081

1042 轡 鉄 製 18.48

1043 轡 鉄 製 6.48

1044 轡 鉄 製 14 1,1 8,76

1045 轡 鉄 製 67〔

轡 鉄 製 5,7 1601

轡 鉄 製 1.2 11.71

1048 轡 鉄 製 60写

1049 轡 鉄 製 402[

1050 轡 鉄 製 22.51

轡 鉄 製 1,1 30.13

1052 轡 鉄 製 35,1

轡 鉄 製 16.8[

1054 轡 鉄 製 18.57

1055 轡 鉄 製 2.2 2514
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第5章 考察 愛媛県内出土の渡来系遺物
～出作・市場南組窯型須恵器の型式分類と分布～

1.は じめに

日本各地では、近年の発掘調査によって渡来系遺物、特に陶質土器や朝鮮系軟質土器などが数多

く出土 し、それによって日本列島と中国大陸や朝鮮半島との交流が盛んに行われていたことが徐々

に明らかになりつつある。そのため、近年は渡来系遺物が特別展や研究会・シンポジウムなどのテ

ーマとして取 り上げられることが多く(註 1)、 その背景には大陸や半島内における発掘調査の進展や、

それに伴ってお互いの地域間交流の研究の活発化が主な要因として挙げられる。

愛媛県内においても例外ではなく、こうした渡来系遺物はむしろ瀬戸内地方でも屈指の出土点数

を誇っていることが最近の研究の結果で明らかとなっている。これまでに県内出上の陶質土器につ

いては定森秀夫氏 (註2)。 三吉秀充氏 (註3)ら によって、また非陶邑系須恵器については定森氏 (註④・

梅木謙一氏 (註 5)。 三吉氏 (註③らによって研究が行われている。

本稿では、愛媛県内出土の渡来系遺物、特に 4～ 6世紀の朝鮮半島系の上器と土製品について整

理を行い、若干の考察を行うものである。具体的には、伊予市市場に所在する市場南組1号窯跡 (第

59図29)か ら出土した須恵器に関連した須恵器を「市場南組1号窯跡関連資料」(略称「市場関連資料」)

として取 り上げ、比較検討する。そのほか陶質土器・朝鮮系軟質土器 。算盤玉形紡錘車については

章末の一覧表にて集成する。

なお「渡来系遺物」の範疇には、中国大陸や朝鮮半島で生産 されて日本列島へ搬入された遺物の

ほかに、それらを模倣 して、あるいは製作技術の伝播などの結果として列島内で製作 されたものも

含んでいる。

2.伊予市市場南組1号窯跡

まず、市場南組1号窯跡について下記に簡単に紹介する。

本窯跡は松山平野南西部の標高約63mの丘陵突端に位置 し、伊予灘までの直線距離は北西方向へ約

2にmで ある。北西方向には森ナIIに よって形成された沖積平野が広がり、遠く北方向には松山平野全

体を眼下に望むことができる。窯跡発見の経緯としては、1991年 に土地所有者の向井孝光氏によっ

て整地作業中に偶然発見され遺物が採集された。その後長井数秋氏によって窯本体の確認が行われ(註

7)、 さらにその東約50mの地点で同時期と推定される窯跡を確認 したことから、それぞれ 1号窯、 2

号窯と命名されている。なお、ここで採集 された遺物は1号窯の灰原または物原から出土 したものと

考えられている。

本窯跡の本格的な発掘調査は行われていないが、 1・ 2号窯跡の中間地点を1995年 に四国縦員自

動車道建設工事に伴い財団法人愛媛県埋蔵文化財調査センターによって発掘調査が行われた(註oが、

窯跡及び窯跡に伴 うと考えられる遺構は検出されなかった。その際に表土及び盛土内から須恵器片

を採集し、報告書中では器台受部 1点が掲載されている。これは長井氏が報告された遺物と同形態、

同時期のものと推定される。

以上のように、現在のところ市場南組窯跡関連資料としては、1号窯跡の灰原または物原出土の向

井氏所蔵資料及び長井氏所蔵資料、前述の県埋文センターが発掘調査 し、現在愛媛県教育委員会が
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察考

麟
述

①船ヶ谷遺跡2次調査地②船ヶ谷遺跡4次調査地 ③船ヶ谷向山古墳④美沢遺跡⑤松環古照遺跡

⑥辻町遺跡2次調査地⑦東雲神社遺跡③東野お茶屋台古墳群③畑寺竹ヶ谷古墳群⑩素鵞小学校構内遺跡

①樽味高木遺跡3次調査地⑫樽味四反地遺跡5次調査地①樽味四反地遺跡7次調査地①筋違F遺跡

①筋違H遺跡①筋違L遺跡①福音小学校構内遺跡①北久米浄蓮寺遺跡3次調査地①旗立C遺跡

⑩東山古墳群4次調査地⑪東山古墳群5次調査地②五郎兵衛谷古墳④げよヽ野周辺①北井門遺跡

④土壇原古墳群④出作遺跡④片山・太郎九遺跡C嬢ヶ谷2号墳封土内⑩市場南組1号窯跡

竹
覆

炉
辮
謂

第59図 遺跡位置図 S=1判 00,000
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愛媛県内出上の渡来系遺物

所蔵する資料がある。総 じて器種 としては、高邦 。器台・壺・遮・甑または把手付鍋・甕・土錘が

ある。土錘以外はすべて破片である。

3.出作・市場南組窯型須恵器

筆者はかつて市場南組1号窯跡出土須恵器すべてが非陶邑系須恵器ではなく陶邑系須恵器も含んで

いる点に注目し、同窯跡で生産 された須恵器の諸特徴を器種ごとに抽出し、他の2遺跡出土資料を援

用することで陶邑系須恵器との区別を明確にした(註 9)。 その2遺跡とは、伊予那松前町出作遺跡 (註

10)と 伊予市片山・太郎丸遺跡 (言主■)で あるが、同窯跡出土資料が本格的な発掘調査により得 られた

資料ではないため、本来の器種構成から欠落 していると考えられる器種について2遺跡出土資料で補

完することとした。

その結果、3遺跡出土資料のなかの非陶邑系須恵器をさらに I類 (市場南組1号窯跡で生産されたと

推定される須恵器)と Ⅲ類 (未確認の同系統窯の生産品と推定される須恵器)に 2分 した。そして陶邑系

須恵器はⅢ類と命名した。特に I類は、これまでの研究史を踏まえ(註 12)、 「出作・市場南組窯型須

恵器J(略称「出作・市場型須恵器」)と 呼称することとした。

またこれらの非陶邑系須恵器の分布は、三吉氏らの研究により愛媛県内にとどまらず近畿 。中国・

九州地方にまで広がっていることが明らかとなっている。本稿では、筆者が未だ実見 していない岡

山県以西の資料については省き、以下に市場関連資料の各器種について特徴を記す。

4.各器種の特徴

(1)高郭彿 60～ 62図 )

高不は、松山平野で31点 、今治平野で3点、兵庫県で6点出土している。

邪部は口縁端部の形態でA・ B類の2種に分類できる。まず邪部Aは口縁端部が内傾または直立する

もので、それに対し邦部Bは回縁端部が外傾する。端部は、前者は比較的丸くおさめるのに対して後

者は尖り気味である。いずれも体部と口縁部が突帯によって界されており、一見有蓋に見えるが無

蓋か有蓋かは不明である。調整は、いずれもlTh部 外面に格子タタキを施し、カキロまたはナデ消し

ている。

必部片は14点 あり、そのうち郭部 Aが 8点 (1～8)と 郭部 Bが 6点 (9～ 14)に 分類できる。この

うち船 ヶ谷遺跡 4次調査地出上の 1～ 4は他の出土品に比べて厚手で、Ⅲ類の可能性がある。さら

に 9～ 12は 不部 Bと したが、国縁端部が直立 したのち屈曲して外傾するもので、今後の出土例の増

加によりさらに細分化できる可能
′
隆がある。

脚部は脚裾部の形態でa・ b類の2種に分類できる。まず脚部aは基部からゆるやかに開き、裾部近

くで大きく内湾し、端部は断面「コ」の字形におさめる。また基部から「ハ」の字形に直線的に開く

ものもある。一方、脚部bは基部からゆるやかに開き、端部を尖り気味に丸くおさめる。

脇1部片は14点 あり、脚端部の形態が不明な2点 (18・ 28)を除き、脚部aが■点 (15～ 17'19～ 26)、

脚部 bが 1点 (27)あ る。郭部と同様に船ヶ谷遺跡 4次調査地出土の 2点 (24。 25)は 、他の出土

品に比べて基部が太く異質な印象を受けるので、Ⅲ類の可能性がある。

高不の完形品は12点 (29～ 40)あ り、Aa類が8点 (29～36)、 Ba類が3点 (37～ 39)、 Bb類
が 1点 (40)あ る。このうちBa類の 2点 (38・ 39)は脚端部の付近に一条の突帯を巡らせて端部
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察考

晉 訂
¬ 3

呵～4 船ケ谷遺跡4次調査地 5 東山古墳群5次調査地 6 五郎兵衛谷古墳

7 土壇原古墳群V遺跡7号墳 8 土壇原古墳群V遺跡8号墳

9 出作遺跡 10。 15・ 16 片山・太郎九遺跡 11 辻町遺跡2次調査地

12 土壇原古墳群16号墳 13 高橋湯ノ窪遺跡3次調査地 14 西岡本遺跡3次調査地

17 松環古照遺跡

第60図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (1) 高lTh(1)
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愛媛県内出土の渡来系遺物

0                 10cm

(S=1:3)
18。 27 松環古照遺跡 19 土壇原古墳群11号墳 20・ 21 土壇原古墳群11号墳

22 土壇原古墳群1号シス ト 23 土壇原古墳群V遺跡7号墳 24・ 25 船ケ谷遺跡4次調査地

26 高橋湯ノ窪遺跡3次調査地 28 】ヒ井門遺跡 29～31 出作遺跡 32 東山古墳群9号墳

第61図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (2) 高邦 (2)
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33～36。 40 西岡本遺跡3次調査地 37 出作遺跡

39 高橋湯ノ窪遺跡3次調査地

第62図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (3)

38 伊予市図書館蔵

高郵 (3)

(S=1:3)
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愛媛県内出土の渡来系遺物

は丸くおさめており、断面「コ」の字状の脚部分類 aと は若千異なる様相を見せており、今後の細

分化の可能性を残しておきたい。

(2)器台彿 63～ 67図 )

器台は大型品 (1類)が松山平野で8点、西条平野で 2点、岡山県で 3点、中型品 (2類 )が松山

平野で 1点、小型品 (3類)が今治平野で 1点出土している。

器台は、すべて高郭形器台と推定され、大型品 (1類)と 中型品 (2類)・ Jヽ型品 (3類)カミある。

まず 1類は口縁端部の形態でA・ B類の2種に分類できる。郭部片は5点 (41～ 45)あ り、そのうち邪

部Aが 4点 (41～44)と 不部Bが 1点 (45)あ る。また脚部片は 4点 (46～49)あ り、基部から緩

やかに開き脚端部付近で大きく屈曲して開く脚部 a(46～ 48)と 、基部から端部に至るまで直線的

イこ「ハ」の字状に開く脚部 b(49)に 2分類できる。文様帯は基部から端部にかけて櫛描き波状文

→二条突帯→櫛描き波状文→二条突帯→櫛描き波状文→二条突帯→無文帯→一条突帯、のパターン

で構成され、端部はやや尖り気味か、丸くおさめる。波状文はほとんどの場合一区画に一条であるが、

二条の場合もある (49)。 透かしは長方形透かしを交互に配置する。1類の完形品は4点 (50～ 53)

あり、Aa類が 2点 (50'51)、 Ab類が 2点 (52・ 53)あ る。

次に 2類は松山平野に完形品が 1点 ある (54)。 邪部は底部からやや湾曲気味に立ち上がり、端

部を折り曲げ尖らせて開くa類 となる。邦部外面には格子タタキ痕がみられる。脚部は基部から直

線的に伸びたのち裾部近くで大きく外反し端部は丸くおさめる。1類 と異なり、透かしを有せず邦部

と脚部の接合部に断面三角形の突帯を巡らしているのが特徴である。

3類は今治平野に完形品が 1点 (55)の みで、堺部はゆるやかな筑状をなし、国縁端部を外方に

折り曲げ尖らせて開くA類となる。必部外面には格子タタキ痕がみられる。脚部は基部から外反気

味に開き、脚端部近くで大きく外反し端部は丸くおさめるa類 となる。必部と脚部の境に断面三角

形の突帯を有しない点と、方形透かしを有する点で 2類とは異なる。

③ 壼 (第 68～ 79図 )

松山平野で50点 (56～ 78、 80～ 106)、 大阪府で 2点 (79、 大阪市瓜破遺跡出土資料)あ る。大阪

市瓜破遺跡出土資料は、北井門遺跡出土資料(60)と 類似しているが、未報告資料のため図示していな

い。

全体形状や口縁端部の形態から5分類できるため、A～ Eを付 して分類を行った。壼 Aは、松山

平野に口縁部及び全体形状がわかる資料に7点 (56～ 62)力くある。56は頸部から直立気味に立ち上が

り、外面に取 り付 く突帯付近で外反 し、端部は尖 り気味に丸 くおさめる。頸部と肩部の境には、突

帯が巡る。57・ 58は ほぼ同形態で体部は球形に近い形態をなし、底部は丸底である。体部外面には

格子タタキの痕跡を残 し、内面は同心円の当て具痕を丁寧にナデ消す。62は 頸部に波状文を一条施

すものである。61は 国縁端部が外反せず直立気味に短 くおさめるものである。

重Bは (68～76)カベある。口縁部は外反気味に立ち上がり、外面に取り付く突帯付近でやや内湾し、

端部は断面「コ」の字形におさめる。明確な突帯ではないが、頸部と肩部の境には弱い段が巡る。

壼Cは松山平野に口縁部及び全体形状がわかる資料に12点 (77。 78・ 80～ 89)が あるほか、大阪府人

尾市の人尾南遺跡資料1点 (79)が ある。全体形状はやや肩の張る扁球形を呈し、底部は平底状で、
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察

0                  10cm

(S=1:3)

41 土壇原古墳群16号墳 42 船ケ谷遺跡2次調査地

43 祭ケ岡古墳     44 津寺遺跡

第63図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (4)器台 (1)
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愛媛県内出上の渡来系遺物

45 出作遺跡 46・ 47 土壇原古墳群17号墳 48
49 船ケ谷遺跡4次調査地

第64図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (5)

0                 10Cm

(S=1:3)

祭ケ岡古墳

器台 (2)
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50。 51 津寺遺跡

第65図  市場南組1号窯跡関連資料実測図 (6)

0                  10cm

(S=1:3)

器台 (3)
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愛媛県内出上の渡来系遺物

0                 10cm

(S=1:3)

52 東野お茶屋台9号墳 53 土壇原古墳群V遺跡6号墳

第66図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (7)器台 (4)
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V'                              0                 1ocm

(S=1:3)
54 出作遺跡 55 高橋湯ノ窪遺跡3次調査地

第67図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (8)器 台 (5)

全体に厚手のつ くりである。頸部は「く」の字状に直線的に立ち上がり、端部は断面「コ」の字形

におさめる。端部直下に一条の突帯が巡 り、頸部 との間に波状文を施す。頸部と肩部の境に突帯 を

有する。底部付近には格子タタキの痕跡が残 り、胴部付近はカキロ調整により消 している。肩部の

二条の波状文はカキロ調整後に施文され、沈線で区画する。内面は同心円の当て具痕をナデ消す。

80～ 82の 3点 は梅木氏により、調整段階において若干の差異が認められるものの同一工人の手による

ものと推定 されている(註 13)。

壷 Dは 出作遺跡で 1点出土 している (90)ほ か、松山平野内で15点 (91～ 104)出土 している。肩の

張 る肩部から頸部が内傾 したのち大きく外反 し、口縁部は短 くほぼ直立 し鍔状に突帯を張 り出 した

二重口縁状 をなす。端部は断面「コ」の字形におさめる。体部は格子タタキ整形後、カキロ調整 を

施す。肩部の張 り具合から全体形状は甕ともいえるものであるが、ここでは壼として分類 した。

壷 Eはいわゆる短頸壼と呼べるもので、出作資料に 1点 (105)、 太郎丸資料に 1点 (106)あ る。

いずれも短い頸部をもち、端部は丸 くおさめる。

(4)I退(第80図 )

魅は、完形品・破片を合め松山平野で7点 (107～■2。 ■4)、 兵庫県で 1点 (■3)出土 しており、

いずれもやや肩の張 る扁球形の体部を有する。日縁部はやや外反気味に立ち上がったのち外面の一

条突帯からは屈曲 して内湾気味に立ち上がり、端部はやや尖 り気味におさめる。口縁部突帯以下に

一条の波状文を施す。107～■3の文様構成などは前述の壷Cと ほぼ同一である。109は 焼け歪んでい

るため全体形状が把握 しにくいが、口縁部を沈線 と突帯で区画 し二条の波状文を有する。肩部には

一条または二条の波状文を施 し、沈線で区画する。底部調整は■0のみヘラケズリを施す他は、平行

タタキ (107・ 108)の ものと格子タタキ (109・ ■1～■4)の ものとがある。

ただし114のみ体部が球形に近 く、日縁部が直線的に立ち上がる点、円孔周辺にも波状文を有する

点など不一致の部分がみられるため、Ⅱ類の可能性がある。
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⑭
。

ヤ́θ

66～58 出作遺跡

第68図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (9)壺 (1)
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察

《轄鯵`

0                 10cm

(S=1:3)

59 筋違H遺跡 60 1ヒ井門遺跡

市場南組1号窯跡関連資料実測図 (10)
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愛媛県内出土の渡来系遺物

61 出作遺跡 62 船ケ谷遺跡4次調査地

第70図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (11)壷

0                  10cm

(S=1:3)
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0                  10cm

(S=1:3)

63・ 64 出作遺跡 65・ 66 船ケ谷遺跡4次調査地

67 北久米浄連寺遺跡3次調査地 68 旗立C遺跡 69 片山・太郎丸遺跡
70。 71 土壇原古墳群17号墳

第71図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (12)壺 (4)
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^♀
lllリサ‖〕

0                  1ocm

(S=1:3)

72 片山 。太郎丸遺跡 73 船ケ谷遺跡4次調査地

第72図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (13)壷 (5)

(5)甑 または把手付鍋 (第81・ 82図)

松山平野で回縁部～胴部片が4点 (■ 5～■8)、 把手部片が 2点 (119・ 120)出土しているほか、

完形品が 2点 (121・ 122)出土している。いずれも体部外面には格子タタキ整形後に横方向のカキ

目を施 し、胴部中位付近の把手が取り付 く位置に沈線が一条巡る。把手部は牛角状をなし、いずれ

も上面から切り込まれ下面まで員通している。□径は20cln以上を測り、日縁部は折り曲げ外方に開き、

端部に一条の沈線を施す。体部は横方向のカキロを施し、内面はナデ調整されている。底部は平底

である。以上から、把手付鍋という形態のものである。ただし、121・ 122と もに内外面に二次焼成の

- 97 -
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rム

最

0                  10Cm

(S=1:3)

74 福音小学校構内遺跡

第73国 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (14)壷 (6)

痕跡がみられないため、未使用か、鍋とは別の用途に使用されたものと推定される。

甑は全体形状をうかがえる資料がないため確証はないが、市場南組1号窯跡出土資料から推定して、

逆「ハ」の字状の直線的な体部に棒状の把手部をもつものと推定される。

⑥ 把手付塊彿 83図 )

松山平野で8点 (123～ 127・ 129～ 131)、 今治平野で 1点 (128)出土している。そのうち123～

128が 口径10cm以上の大型品 (1類)で、129～ 131が 10cm未満の小型品 (2類)である。いずれも

平底の底部から緩やかに立ち上がり、日縁部付近でやや内湾し端部は尖り気味におさめる。突帯に

挟まれた文様帯に波状文を一条施す。底部付近はケズリ痕跡を残す。把手の断面形態は 1類が円形

または楕円形 (a)と扁平 (b)があり、2類は円形または楕円形 (a)のみである。
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0                  10cm

(S=1:3)

75 福音小学校構内遺跡 76 東山古墳群9号墳

第74図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (15)壷 (7)
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κ

0                 10cm

(S=1:3)

77 土壇原古墳群 V遺跡5号墳

78 土壇原古墳群V遺跡12号墳 79 ブ(尾南遺跡

第75図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (16)壺 (8)
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与雫
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＼_ン/ ノⅢ⌒＼
てD

巧 …
ヽ

80 出作遺跡 81 東山古墳群5次調査地 82

第76図 市場南組1号窯跡関連資料実測図

10cmO

(S=1:3)

東野お茶屋台9号墳

(司 7) 三豆 (9)
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察

(S=1:3)

10cm

83・ 86・ 87 船ケ谷這跡4次調査地 84 土壇原古墳群V遺跡9号方形周溝墓

85 福音小学校構内遺跡 88 東雲神社遺跡 89 樽味四反地遺跡5次調査地

第77図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (18)壺 (10)
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愛媛県内出上の渡来系遺物

0                  10cm

(S=1:3)
出作遺跡 91・ 95 土壇原古墳群16号墳 92 土壇原古墳群 V遺跡8号墳
土壇原古墳群V遺跡5号墳 94・ 96 土壇原古墳群17号墳

第78図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (19)壷 (11)

- 103-
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0                  10cm

(S=1:3)

97・ 101・ 102 土壇原古墳群17号墳 98・ 99 土壇原古墳群15号墳

100 土壇原古墳群11号墳 103 土壇原古墳群 V遺跡7号墳

104 畑寺竹ケ谷5号墳 105 出作遺跡

106 片山・太郎丸遺跡

第79図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (20)壺 (12)
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0                  10cm

(S=1:3)

107・ 108 出作遺跡 109 片山 。太郎丸遺跡

110。 111 船ケ谷遺跡4次調査地 112 土壇原古墳群17号墳

113 黒石山古墳群 114 土壇原古墳群16号墳

第80図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (21)聴

この把手付婉は市場南組 1号窯跡からは出土 していない。ただし、形態からは陶邑系須恵器と考え

られるものの他の器種 と同様に灰白色の色調を呈 していることなどから、123・ 124。 127～ 129。 131

について胎土分析 を実施 した結果、市場南組窯跡との結果が得 られた。そのため、製作技術は陶邑

系工人の手によるが、胎土は他の器種と同様地元の粘土を使用 したものと推定される。

(7)甕 (第 84～ 88図 )

口縁端部の形態から2分類できるため、甕 A・ Bと して分類を行った。

亨一薫
半一

一≦

一一一

壽
囀
一

硝韓
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/ 118

0                  10cm

(S=1:3)

115。 116 片山 。太郎九遺跡 117・ 118 船ケ谷遺跡4次調査地

第81図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (22) 把手付鍋 (1)
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0                  10cm

(S=1:3)

119 出作遺跡 120。 122 1ヒ井門遺跡

121 船ケ谷遺跡4次調査地

第32図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (23) 把手付鍋 (2)
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‐
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察

0                  10cm

(S=1:3)
123・ 129 出作遺跡 124・ 125 船ケ谷遺跡4次調査地

126 福音小学校構内遣跡 127 土壇原古墳群13号墳

128 高橋湯ノ窪遺跡3次調査地 130 片山・太郎丸遺跡

131 土壇原古墳群17号墳

第33図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (24) 把手付娩

甕Aは端部を丸く、または尖り気味におさめるもので、いずれも国縁部が大きく外反し、端部直

下には断面三角形の突帯を貼り付ける。甕Aは 13点 (132～ 144)あ る。いずれも口縁部が大きく外

反し、端部直下には断面三角形の突帯を貼り付け、端部は丸くおさめる。148と 144は波状文の有無

で異なる点もみられるが、ほぼ同形態をなすものである。

甕Bは日縁部は肩部からほぼ直立して長く伸び、突帯付近で大きく外反し端部に至る。日縁端部

を断面「コ」の字形におさめるもので、4点 (145～ 148)あ る。148は口縁部が短めに立ち上がり、

日縁端部を上下に拡張する。

③ 土錘

市場南組1号窯跡資料に12点報告がある。形態は所謂竹輪形を呈し、いずれも長さ10cm前後、径 4

cm前後を測り、中央の円孔は径 l cm前後である。外面には指による成形痕が明瞭に残る。現在のと

ころ、同窯跡以外の遺跡からは確認されていない。

Θ

④
130
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愛媛県内出上の渡来系遺物

0                  10cm

(S==1:3)

132～135 片山・太郎丸遺跡 136～138 土壇原古墳群12号墳

第84国 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (25)養 (1)
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N`辞

| 1 142

0                            20cm

(S=1:4)

139 土壇原古墳群17号墳 140 土壇原古墳群L5杭

141 土壇原古墳群12号墳 142 土壇原古墳群16・ 17号墳

第85図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (26)踏 (2)

5。 出作 。市場型須恵器の特徴
以上の須恵器を器種ごとに特徴を列記してみると下記のとおりである。

(1)高郭

まず高不は、日径が13～ 15cm前後と大きく、不部外面に格子タタキ痕を残すこと、脚部の柱部と

裾部を一条の突帯で区分する、透かしを持たない、脚端部を「コ」の字形におさめる点などが挙げ

られ、同時期の陶邑系須恵器と容易に区別が可能である。特に格子タタキ痕を残すことは最大の特

徴で、後述する器台と同様な製作方法により製作されたことが考えられる。この形態などから、 I

類のものとⅢ類のものとがあることが考えられる。

(S=1:3)
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143 土壇原古墳群12号墳

第86図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (27)持 (3)

143

0                   10cm

(S=刊 :3)
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0                  10cm

(S=1:3)

144 土壇原古墳群13号墳

第87図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (28)甕 (4)
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0                   10cm

(S=1:3)

145 片山 。太郎九遺跡 146 土壇原古墳群16号墳
147 土壇原古墳群V遺跡7号墳
148 土壇原古墳群12号墳

第88図 市場南組1号窯跡関連資料実測図 (29) 甕 (5)
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考   察

(2)器台

器台もまた邦部外面に格子タタキ痕を残すことで同時期の陶邑系須恵器と容易に区別が可能である。

さらに器台脚端部の製作方法が高邦の脚端部のそれと類似 している。1類 と3類 とは類似点が認めら

れるが、2類のみが触l部の透かしを有 しない点、郭部と脚部の接合部に断面三角形の突帯 を巡らせて

いる点などで区別 され、Ⅲ類の可能性がある。

(3)壺

壷Aはほぼ球形の胴部に格子タタキ痕を残す点と、日縁端部下に一条の突帯を巡らすとともに頸部

と肩部の境にも明瞭な突帯を巡らしている点が特徴である。市場南組1号窯跡から肩部に波状文を巡

らす壺が出土しているが、同タイプのものが船ヶ谷遺跡 4次調査地で出上した62である。

壺Bは 口縁端部の突帯付近で内湾し、端部を断面「コ」の字形におさめる点で壷Aと 区別される。

前述した高邪の脚部を反転させると壷Bの 口縁部と類似することから、何らかの規則が働いているも

のと推定される。

壷Cは全体に厚手のつくりで、口縁端部下に突帯を巡らし内湾気味におさめており、端部は断面「コ」

の字形をなしている。頸部と肩部の境に明瞭な突帯を巡らし口縁部に一条、肩部に一条または二条

の波状文を施し沈線で区画する。重の大小があるにしても波状文の施される位置に規則性が見られ

る点は重要である。

董Dは形態的に重Bと 類似する点が多いが、短い頸部が内傾したのち大きく外反している点と、口

縁部が短 くほぼ直立し二重回縁状をなしている点が挙げられる。こうした形態の壺は市場南組1号窯

跡からは出土しておらず、Ⅱ類の可能性がある。

④ 魃

醜は扁球形の体部に、日縁部はやや外反しながら立ち上がり、外面の一条の突帯からは屈曲して

湾曲気味に立ち上がり、端部はやや尖り気味におさめる。口縁部突帯以下に波状文を施 し、また肩

部に一条または二条の波状文を施し沈線で区画する。こうした文様構成などから類推すると、臨は

壷Cの系譜を引くものといえる。ただし、稀にⅡ類の可能性があるものも含まれている。

(5)把手付鍋

把手付鍋は、口縁部を「く」の字形に折り曲げ、やや胴張りの体部に平底の底部を有する。把手

部は牛角状を呈し、上面に切り込みをもつ。

⑥ 把手付婉

ほとんどのものが三条突帯・一条波状文の組み合わせで施文される。こうした文様構成は陶邑系

須恵器にもあるため、Ⅲ類と考えられる。ただし、前項でも触れたように市場南組窯跡周辺の地元

の粘土を使用して製作された可能性が考えられる。

(7)甕

口縁部や口縁端部の形態からA・ Bの 2種類に分類できるが、いずれもⅢ類と考えられる。
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(8)土錘

土錘は、竹輪形を呈しており、特徴的な形態から容易に判別が可能である。

6。 まとめ

本稿は、市場南組1号窯跡の関連資料を集成 し、器種ごとに特徴を抽出した結果、 I類は、高邦・

器台 1類・壼 A。 壷 B・ 壷 C・ 甦・把手付鍋・土錘、Ⅲ類は、器台 2類・壷 D、 Ⅲ類は、壷 E・ 甑・

把手付婉・甕 A・ 甕Bに分類することが可能となった。ただし、器種によっては I類のみだけでなく、

Ⅱ類の可能性があるものも含まれており、今後の類例の増加によってさらに細分が可能となるであ

るう。

また本稿では触れなかったが、現在のところI類が松山平野のみならず近畿 。中国 。九州地方に

まで広く分布している理由に明快な解答を持ちえていないが、他の渡来系遺物との関係から生産地

と消費地との関係が明らかとなるであろう。

本稿をまとめるにあたって、下記の方々に多大なるご教示・ご指導を賜 りました。ここに記して

感謝の意を表します。

阿部敬生 。井出耕二・岡田敏彦・岡戸哲紀・亀田修―・小林利晴・定森秀夫・柴田昌児・田中清美・

谷若倫郎・富田尚夫・長井数秋・西岡誠司・平井泰男・正岡睦夫 。三辻利―・三吉秀充・向井孝光 。

森下大輔・山内英樹・米田敏幸・渡部明夫O頂不同・敬称略)

また遺物整理や図面作成などに際して松山市埋蔵文化財センターの職員及び作業員の方々に貴重

な時間を割いてご協力を頂きました。厚く感謝申し上げる次第です。

[註〕

1)主 なものとしては、第5回歴博国際シンポジウム「古代東アジアにおける倭と加耶の交流」2002国立歴史民俗博物

館、日本考古学協会2003年滋賀大会「渡来人の受容と生産組織」2003日 本考古学協会、平成13年度春季特別展「韓

国より渡り来て」2001滋賀県立安土城考古博物館、平成13年度秋季特別展「渡来文化の波」2001和歌山市立博物

館などがある。松山市考古館でも平成14年度特別展「海を渡ってきた ひと。もの 。わざ」2002、 平成15年度特

別展「渡来人の足跡」2003を 開催している。

2)定森秀夫1995「陶質土器・初期須恵器からみた瀬戸内と朝鮮」『古代王権と交流6』 名著出版

3)三吉秀充2003「伊予出土陶質土器に関する基礎的研究」『古文化談叢J第49集 古文化研究会

o定森秀夫1993「出作遺跡の非陶邑系須恵器・陶質土器」『出作遺跡 I』 松前町教育委員会

9梅木謙-1994「松山平野における非陶邑系須恵器に関する一考察」『東山古墳群-4・ 5次調査―』松山市教育委員
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察考

配 遺 跡 名 陶質土器
Щ作・市場型

須恵器
朝鮮系

軟質土器
算盤玉形
紡錘車

1 松山市船ヶ谷遺跡2次調査地 × ◎ ○ ×

９

， 松山市船ヶ谷遺跡4次調査地 ◎ ◎ ◎ ×

3 松山市船ヶ谷向山古墳 × ○ × ×

4 松山市美沢遺跡 × ○ × ×

5 松山市松環古照遺跡 × O × ×

6 松山市辻町遺跡2次調査地 × ○ ◎ ×

7 松山市東雲神社遺跡 × ○ × ×

8 松山市東野お茶屋台古墳群 × ◎ × ×

9 松山市畑寺竹ヶ谷古墳群 × ○ × ×

10 松山市素鳶小学校構内遺跡 × ○ × ×

松山市樽味高木遺跡3次調査地 × × ○ ×

12 松山市樽味四反地遺跡5次調査地 × ○ ○ ×

Ｏ
υ 松山市樽味四反地遺跡7次調査地 × × ○ ○

14 松山市筋違F遺跡 × ○ ○ ×

15 松山市筋違H遺跡 × ○ × ×

16 松山市筋違L遺跡 × × ◎ ×

17 松山市福音小学校構内遺跡 × ◎ × ×

18 松山市北久米浄蓮寺遺跡3次調査地 × ◎ × ×

19 松山市旗立C遺跡 × ○ × ×

20 松山市東山古墳群4次調査地 × ○ × ×

９

， 松山市東山古墳群5次調査地 × ○ × ×

９
留

９
留 松山市五郎兵衛谷古墳 × ○ × ×

23 松山市小野周辺 ◎ × × ×

24 松山市北井門遺跡 × ◎ ○ ×

25 松山市・砥部町土壇原古墳群 ◎ ◎ × ×

26 伊予郡松前町出作遺跡 × ◎ × ×

27 伊予市下三谷片山・太郎丸遺跡 ○ ◎ ○ ○

28 伊予市猿ヶ谷2号墳封土内 ◎ × × ○

29 伊予市市場南組窯跡 × ◎ × ×

表33 松山平野の古墳時代朝鮮半島系遺物出土遺跡一覧

(凡例)◎ …複数器種の上器  ○…1器種の上器  ×…なし
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写真1 高lTk(船 ヶ谷遺跡4次調査地 )

愛媛県内出上の渡来系遺物

写真2 高lTk(船 ヶ谷遺跡4次調査地)

写真3 壺A(船ヶ谷遺跡4次調査地
)
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写真4 壺B(船ヶ谷遺跡4次調査地)





写真5 壺C(土壇原古墳群V遺跡12号墳)

愛媛県教育委員会蔵

愛媛県内出土の渡来系遺物

写真6 壺C(船ヶ谷遺跡4次調査地
)

写真7 逸 (船ヶ谷遺跡4次調査地)
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写真3 把手付鍋(船ヶ谷遺跡4次調査地)





写真9 把手付婉(船ヶ谷遺跡4次調査地)

愛媛県内出上の渡来系遺物

写真10 甕(土壇原古墳群12号墳)

愛媛県教育委員会蔵

写真12 陶質土器 長頸壺(朝倉村樹之本古墳)

(財)愛媛県埋蔵文化財調査センター蔵
写真11 陶質土器 長頸壺(松山市小野周辺 )
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写真13

陶質土器

(伊予市猿ヶ谷2号墳封土内)

愛媛県歴史文化博物館蔵

写真14

陶質土器

小型器台

(船ヶ谷遺跡4次調査地)

写真15

陶質土器

高lTh・ 短頸壼

(朝倉村城ヶ谷古墳・朝倉村 )

朝倉村教育委員会蔵

愛媛県内出土の渡来系遺物
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愛媛県内出上の渡来系遺物

写真16 陶質土器 短頸壺(宇和町伊勢山大塚古墳)

宇和町歴史民俗資料館蔵
写真17 陶質土器 高lTh(宇和町伊勢山大塚古墳)

個人蔵

写真13 陶質土器 台付長頸壺(宇和町伊勢山大塚古墳)写真司9 陶質土器 長頸壺(宇和町伊勢山大塚古墳)

宇和町歴史民俗資料館蔵              個人蔵
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愛媛県内出土の渡来系遺物

写真20 陶質土器 長頸壺(宇和町)

宇和町歴史民俗資料館蔵
名:]蒸 21  陶質土器 坪付壺(く

上〉玉川町別所・く下>土壇原古墳群9号墳
)

く上〉玉川町教育委員会蔵 く下>愛媛県教育委員会蔵

写真22  陶質土器 壷(宇和町岩木)個人蔵
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写真23  陶質土器 壺(底部 )





愛媛県内出上の渡来系遺物

写真24 朝鮮系軟質土器(船ヶ谷遺跡4次調査地)

写真25 朝鮮系軟質土器(船ヶ谷遺跡4次調査地) 写真26 算盤玉形紡錘車

(く手前>猿ヶ谷2号墳封土内く左>伊予市片山・太郎丸遺跡く右>筋違B遺跡
)

く手前>愛媛県歴史文化博物館蔵く左>伊予市教育委員会蔵く右>
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第6章 ま と め
本調査では、古墳を6次調査1区から2基 (24号墳、25号墳 )、 2区 から5基 (20号墳、26号墳、27号

墳、28号墳、29号墳)の計7基 を検出した。

ここでは古墳の構築方法、出土遺物、時期と変遷について考える。以下、調査成果を項 目別に記

述する。

1.石室の構築方法

墳形は、24号墳、20号墳、26号墳、27号墳が円形、28号墳、29号墳は方形であり、25号墳は小石

室で削平を受け墳形が確定できなかった。

主体部は、24号墳、20号墳、27号墳は横穴石室、28号墳、29号墳は木棺痕跡は確認できなかった

が木棺直葬と考えられる。また、石室の構築方法が調査できたのは、4基 (24号墳 。25号墳・20号墳 。

27号墳)で、その構築方法は墓娠構築の地山成形の差により二つに分けられる。一つは、竪穴状に

掘窪めるもので (24号墳 。25号墳)、 もう一つは、斜面の地山を「L」 字状 (20号墳 。27号墳)に切

り取るものである。

1)竪穴状の墓羨をもつ石室

24号墳は、尾根線に直行する方向に正方形状の墓羨 を掘窪め、閉寒部は尾根線に近い標高の高い

方向に階段状に掘窪めた所で行われる。玄門部で段を降 りる構造である。

25号墳は、小石室である。尾根に直行する方向に「コ」の字状に地山を切り取る。

2)断面が「L]字状の墓羨をもつ石室

20号墳は、斜面に位置 し尾根に平行する方向に地山を「L」 字状に切 り取る。玄室と羨道部の床面

は同一の高 さである。27号墳は、斜面に位置 し尾根に平行する方向に「L」 字状の墓羨を掘窪める。

玄室と羨道部の床面は同一の高さである。

このように本調査では、二つの墓羨の構築方法を検出するにいたったと

2.遺物

古墳7基からは、須恵器、土師器、鉄器、耳環、ガラス玉が出土 した。 24号墳では、主体部から

須恵器、鉄鏃、刀子、ガラス玉、管玉、勾玉、周清内から須恵器、鉄鏃が出土 した。鉄鏃は、石室

内と周溝内から先端部の形状が判別できるものが5点 あり、それぞれ、法量と形状に違いが見 られ興

味深いものである。

25号墳からは、須恵器と耳環が出上 した。須恵器の壺形土器は、奥壁中央部玉石上面で正置の状

態で出土 し、壷の頸部から口縁部が欠失 していた。出土状況からは埋葬時の状態をとどめていると

判断でき、壷は日頸部を打ち欠いたものを副葬した、打ち欠き土器と考えられる。

20号墳からは、須恵器、土師器、耳環が出土 した。このうち土師器の鉢形土器が完形品で1点 出土

した。

27号墳からは、須恵器、土師器、鉄器が出上 した。須恵器の口縁部と高台部が欠失 しており、打

ち欠かれた土器の可能性が考えられる。

- 131 -



ま と め

29号墳からは、鉄鉾と鉄刀が出土した。鉄鉾の出土は松山平野では報告例のない大変貴重なもの

であり、鉄製武具を研究する上での基礎資料となるものである。また、鉄刀は「く」の字状に折り

曲げられている。折り曲げられた鉄刀の出土例は、松山市土壇原遺跡10号墳から1点 あり、29号墳出

土が松山平野では三例目となる。今後、古墳の副葬品、集落出土品など鉄製の折り曲げ行為につい

て注目するものである。

3.時期と変遷

本調査で検出した古墳の時期は、出上 した遺物からすると、24号墳 。25号墳は6世紀後半、20号墳

は7世紀後半から8世紀、27号墳は7世紀前半、28号墳 。29号墳は5世紀以降となり26号墳は出土遺物

がなく主体部構造も不明のため時期は確定できていない。

そして、古墳の時期と立地関係を見ると、最も古い5世紀以降の28号墳 。29号墳は丘陵中腹の斜面

にあり方墳で主体部は木棺直葬 と考えられる。次の、6世紀後半の24号墳 。25号墳は丘陵の高い位置

にあり、円墳で尾根に直行する方向の石室を構築 している。つづ く、7世紀前半の27号墳は丘陵中腹

の斜面にあり、円墳で主体部は尾根に平行する方向に石室を構築する。7世紀後半から8世紀の20号

墳は、丘陵中腹の斜面あり、円墳で主体部は尾根に平行する方向に石室を構築するのである。

よって、古墳は時期により立地と主体部に違いが見られ、石室構造にも違いが見られるのである。

4.位置付け

ここでは、東山古墳群1次～6次調査で検出した古墳を概観 し、本調査で確認 した7基の古墳について

位置付けを行いたい。

東山古墳群内ではこれまでに確認された古墳は29基がある。そのうち、本格的に調査された古墳は、

中期から終木までの13基である。墳形には円墳10基、方墳2基があり、主体部には横穴式石室7基、

竪穴系横口石室3基、竪穴式小石室1基、木棺2基がある。

中期以降の古墳は、東山28・ 29号墳の2基である。両墳は丘陵中腹にあり、墳形は方墳である。主

体部は木棺直葬と考えられる。東山29号墳の主体部からは鉄鉾と折 り曲げられた鉄刀が出土した。

後期古墳は11基 ある。6世紀中は東山鳶が森2号墳である。東山鳶が森2号墳は丘陵頂上部に位置 し、

墳形は円墳で、主体部は横穴式石室である。出土遺物には玉類と腕釧、耳環の装飾品、鉄鏃、鉄斧、

馬具などの鉄製品と人骨が出土 し、墳丘からは円筒埴輪が出上 した。6世紀後半は東山24・ 25号墳の

2基である。両墳は丘陵尾根付近にあり、墳形は24号墳が円墳、25号墳は不明である。主体部は24号

墳は竪穴系横口石室、25号墳は竪穴式小石室である。24号墳の開口方向は南側にあり、標高の高い

方向に開口している。6世紀末～7世紀初頭は東山鳶が森 1・ 4・ 8号墳の3基である。1・ 4号墳は丘陵

頂上部に位置 し、8号墳は丘陵中腹に位置する。墳形は円墳である。主体部は横穴式石室である。出

土遺物には、4・ 8号墳から多数の玉類と鉄製品、装飾品が出土 している。7世紀前半は東山27号墳が

ある。27号墳は丘陵中腹にあり、墳形は円墳である。主体部は横穴式石室である。7世紀後半は東山

19。 20号墳2基である。両墳は丘陵中腹に位置 し、墳形は円墳である。主体部は横穴式石室である。

調査結果、中期古墳は丘陵中腹に位置 し墳形は方墳である。後期古墳は、墳形が円墳で1墳丘に複

数の主体部をもつ ものがあり、主体部には横穴式石室 と竪穴系横口石室がある。竪穴系横口石室は

頂上部付近に構築することが明らかになった。今後調査が行われていない主体部の調査が進めばよ

リー層時期と立地の関係 と石室構造が明確になるであるう。
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5。 結び

東山古墳群では、公園整備に伴って4度の発掘調査を行い、古墳時代中期から終末期までの墳墓が
多数検出され、松山平野における有数の群集墳であることが明らかとなった。主たる成果は、群集
墳の推移を示し、横穴式石室の築造に地域色を見出したことである。くわえて、前回の報告 (『東山
古墳群-4・ 5次調査』)で取り上げた非陶邑系須恵器は、胎土分析等により地方窯が存在することを
明らかにし、本報告の第 5章考察では愛媛県内出上の渡来系遺物を検討することで、東山古墳群出
土遺物が「出作 。市場型須恵器」であることを明らかにした。この結果は、5世紀後半の東山古墳群
の埋葬者が平野内の交流を含めて、朝鮮半島文化との接触を持ち得たことを示すものである。
なお、本書では東山古墳群に関連すると考えられる同時期集落の南中学校構内遺跡を報告に加え

た。東山古墳群の被葬者像を明らかにするためにも、今後は周辺集落の分析が必要になろう。

第89図 東山古墳群調査地位置図   (S=112,500)

Plド
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腹

6C木
～
7C初

円
横
穴
式
石
室

南
南

西
耳
環
、
玉
類
、
鉄
製
品

B
西

南
西

耳
環
、
玉
類
、
鉄
製
品

C
須
恵
器
、耳

環
、玉

類
、鉄

製
品

東
山
古
填
群

4次
調
査

9号
丘

陵
中
腹

円
10～

12
○

須
恵
器
、上
師
器

旧
地
形
の
上
に
主
体
部

欠
番

11号
丘

陵
頂

上
円

未
調
査

12号
丘

陵
中
腹

4280
円

O

13号
丘

陵
中
腹

円
12～

14
○

須
恵
器

14号
丘

陵
中
腹

円
O

15号
丘

陵
中
腹

円
12～

14
O

須
恵
器

16号
丘

陵
中
腹

方
7

○
木
棺
直
芽

17号
丘
陵

中
腹

方
○

38X13

18号
丘
陵

中
腹

方
○

東
山
古
墳
科

5次
調
査

19号
丘
陵

中
腹

7C後
円

○
横
穴
式
石
室

38X13
○

O
O

南
南

西
須
恵
器
、耳
環
、玉

類
、鉄

製
品

20号
丘
陵

中
腹

3320
円

12
○

○
O

南
須
恵
器
、
土
師
器
、
耳
環

21号
丘
陵

中
腹

O

22f子
丘
陵

中
腹

未
調

査
321X■

36

23手
}

丘
陵

中
腹

177X093

東
山
古
墳
群

敬
調
査

口巧
丘
陵
頂

上
6C後

円
○

竪
穴
系
横
日
石
室

321X136
○

○
西
南

西
須
恵
器
、
玉
類
、
鉄
製
品

須
恵
器
、鉄
製
品

25号
丘

陵
頂

上
4460

竪
穴
小
石
室

177X093
O

○
南

須
恵
器
、
耳
環

26号
丘

陵
中
腹

円
11

O

27号
丘

陵
中
腹

7C前
円

O
横
穴
式
石
室

○
南

須
恵
器
、
耳
環

須
恵
器

28手
争

丘
陵

中
腹

中
期
以
降

方
O

木
棺
直
葬

29手
子

丘
陵

中
腹

方
○

鉄
鉾
、
鉄
刀

折
り
曲
げ
ら
れ
た
鉄
刀
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附章 南中学校構内遺跡 (1次調査)の調査

松山市教育委員会社会教育課は、昭和50年 4月 ～5月 に市立南中学校構内で、運動場増設に伴う事前の

埋蔵文化財の発掘調査を行った。調査の結果、古墳時代中期の集落跡を確認し、竪穴式住居址 1棟、掘立柱

建物跡 1棟と、弥生時代～古墳時代の土器・石器を検出した。以下、調査内容を記す。

南中学校は、松山平野中央部の沖積地、標高22～ 23mに立地する。構内は「163 南中学校遺物包蔵地」

に指定され、周辺には弥生時代～古代の遺跡が分布している。本調査の対象地は、中学校構内のグランド南

東部にあたり、面積は南北10m、 東西15mの 150ぽである。調査では、西側で竪穴式住居址 (SBl)と、東側で掘

立柱建物跡 (掘立 1)を検出した(写真 1)。

竪穴式住居址SBlは写真2で、住居址の約2分の1を検出し、平面形態は四角形を呈する。検出面から床面

までの深さは浅く、住居内からは土師器、弥生土器、石器が出土している(第 91図 1～ 11)。

1～ 8は土師器で、1は甕、2～ 8は高不になり、5世紀後半に比定される。9・ 10は弥生土器で、9は前期の壺底

部、10は後期の壼ないし鉢の底部になる。■は砥石で、四面に砥面が見られ、石材は石英粗面岩である。住居

址の時期は出土品から5世紀後半とする。

掘立柱建物跡 1号 (掘立 1)は写真3で、1間四方の建物である。出土品は第91図 12～ 14で、12・ 13はコシキ、

14は高不で、5世紀後半に比定される。建物の時期は出土品から5世紀後半とする。

この他に、調査区内からは土師器の高邦脚部 (15)やコシキの握り手部 (16)が出土し、いずれも5世紀後半

とみられる。

以上から、南中学校構内の南には、古墳時代中期の集落跡が存在し、竪穴式住居と掘立柱建物とで構成さ

れていたことが判明した。

遺 跡 名 :南中学校構内遺跡 (1次調査地 )

調 査 地 :松山市東石井町678番地内 (松山市立南中学校構内)

調 査 期 間 :昭和50年4月 30日 ～同年 5月 15日

調 査 面 積 :150∬

調 査 担 当 :森 光晴

(註 )今回の報告では、記録類が充分でなく、詳細な報告をすることが出来なかった。

第90図 調査地位置図 (S=1:2000)
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南中学校構内遺跡 (1次調査)の調査

第91図 出土遺物実測図
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SBl ll～ 11

掘立1:12～ 14

出土地点不明 :15。 16

0              10             20cm

(S=114)



表1 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

(内面)

色調
生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

1 甕
口 径 (20.4)

力鳥存三 12.3

口縁部は内湾して立ち上がる。

端部は丸い。

③ナデ

⑧ハケ
ナデ

乳褐色

乳褐色

石・長(1～ 3)

金
◎

SBl

2 高イ

日径 (220)

力見千き  35
外反する日縁部は、端部が面をなす。ナデ ナデ

乳茶褐色

乳茶褐色

石・長 (1)

◎
SBl

3 高邦

口径 (19.4)

力篤荏3  4.6
外反する口縁部は、端部が丸い ミガキ(マメツ) ミガキ(マメツ)

淡橙褐色

淡橙褐色

密
金
◎

SBl

4 高邪

ロイ蚤 18.3

残高 55
外反する日縁部は、端部付近で、ゆ
るやかにJIIり 曲がる。

ナデ ナデ
色

色

白

褐

乳

橙

石・長 (1)

◎
SBl

5 高lTh

ロイ墨(156)

残高 51
外反する口縁部は、端部付近で、ゆ

るやかに折り曲がる。
ナデ ナデ

色

色

褐

褐

橙

橙

石・長(1～ 2)

金
◎

SBl

6 高 郷

口径 (141)

残高  5.6
邪底部と口縁部境は段をなす。 ハケ→ナデ ハケ→ナデ

淡茶褐色

淡茶褐色

密
金
◎

SBl

7 高不
底径 (10.0)

坊見存憲  6.9
柱裾部境の内面は稜をなす。 ナデ ナデ(工具痕)

淡黄褐色

淡黄褐色

密
金
◎

SBl

高 邪

底径 (136)

残高  3.1
柱裾部境の内面は稜をなす。 マメツ(ミガキ)

⑥ケズリ

④ヨコナデ

橙茶色

橙茶色

密

◎
SBl

壷
底径 (7.2)

力鳥下慧  4.6
平底の底部。 ナデ ナデ

色

色

黄

褐

淡

茶

石'長 (1～ 2)

赤色粒・安山岩
◎

SBl

鉢
底径 (1.2)

残高 21 突出する小さい底郡。 マメツ マメツ
淡黄色

淡灰色

石,長
(1～ 2)

◎
SBl

甑

日径 (27.0)

ア鳥拝3 202
直立する日縁部は、端部が面をなす。ハ ケ ハケ→ナデ

黄褐色

黄褐色

石・長(1～2)

金

◎
掘立1

甑 房篤拝憲  54
握手部は角柱状で、端部が上方を

向く。
ナデ ナデ

淡茶褐色

淡茶褐色

石・長(1～ 2)

◎
掘立1

高邪
底径 (9.6)

力鳥に三  52
柱裾部境の内面は稜をなす。 ナデ(工具痕)

①ケズリ

③ヨコナデ

淡褐色

淡褐色

密

◎
掘立1

高 邦
底径 (10.0)

残高  64
柱裾部境の内面は稜をなす。

①ナデ

②ヨコナデ

①ケズリ

②ヨコナデ

色

色

茶

茶

黄

責

密

◎
也点不リ

甑 直 径  2.5
握手部は円柱状で、端部が上方を

向く。
ナデ

淡橙褐色

淡橙褐色

石・長(1～ 3)

◎
市占天 Hl

南中学校構内遺跡 (1次調査)の調査

表2 出土遺物観察表 石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

11 砥  石 完 存 石英粗面岩 125 SBl

- 137-



南中学校構内遺跡 (1次調査)の調査

写真 1

調査地全景 (西 より)

写真2

SBl(西よ
'サ

)

写真3

掘立 1(南より)



Ⅶ国茸童



写真図版データ

1.遺構は、主な状況については、 4× 5判や 6× 7判の白黒ネガフィルム・カラーリバーサルフ

ィルムで撮影 し、3511ul判 で補足 している。ただし、 3次調査は35mmカ ラーネガを基にした。一部

の撮影には高所作業車・やぐらを使用した。

なお、東山古墳群の現況は、2003年 12月 に撮影 したものである。

使用機材 :

カメラ  トヨフィール ド45A        レンズ スーパーァンギュロン90mm他

アサヒペンタックス67          ペンタックス67 55mm他

ニコンニューFM2            ズームニッコール28～ 85mm他

フィルム 白 黒 プラスXパ ン・ネオパンSS
カラー エクタクロームEPP

2.遺物は、 4× 5判で撮影 した。巻頭原色図版の写真のほかは、すべて白黒フィルムで撮影 して

予ヽる。

使用機材 :

カメラ   トヨビュー45G

レンズ   ジンマー S2401nal F 5.6他

ス トロボ  コメット/CA32・ CB2400

スタンド等  トヨ無影撮影台・ウエイ トスタンド101

フィルム  白 黒 プラスXパ ン・ネオパンアクロス

カラー エクタクロームEPP

3.単色図版は、自黒プリントを等倍で使用できるように焼き付けている。

使用機材 :

引伸機  ラッキーMD。 90M S

レンズ  エル・ニッコール13511MI F 5.6A・ 50mm F 2.8N

印画紙  イルフォー ドマルチグレー ドⅣRCペーパー

4.製版  写真図版175線

印刷  平版オフセット印刷

用紙  マットコー ト135kg

製本  アジロ綴

【参考】 F埋文写真研究』vol.1～ 13

『報告書制作ガイド』
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東山古墳群3次調査

図
版

一

1.東山古墳群遠景 (南西より)

2.3次調査地現況 (南 より)



東山古墳群3次調査

図
版

二

1.AT司 区 完掘状況 (1)(西よ
',)

2.ATl区 完掘状況 (2)(西よ
',)



1.AT2区 完掘状況 (1)(西よ
'サ

)

東山古墳群3次調査

{ ド

図
版
三

辛〔r」
・
二 ■▼

滸二すぢ

ミ茎

2.AT2区 完掘状況 (2)(北東よ
',)

す転ユi藤



東山古墳群3次調査

図
版
四

1.AT3区 完掘状況 (西よ
',)

鸞

聯 安帯

2.AT4区 。AT5区 東西ベルト土層状況 (北より)

と||すふ
―準



東山古墳群3次調査

図
版
五

榊攀４市一一騨］エ
!撃纂

1.BT3区 完掘状況 (北東よ
',)

―

‐

ェざ ,ぃ

2.BT4区・BT5区 完掘状況 (北東よ
',)



東山古墳群6次調査

図
版
六

i鍵:

1.6次調査地 1区現況 (北よt,)

2.6次調査地2区現況 (南東よ
',)



東山古墳群6次調査

図
版
七
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11神 狩 ギ
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1.1区検出状況 (北よ
',)

2.1区 完掘状況 (北より)



東山古墳群6次調査

図
版
八

持   ャギ
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与ど
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ね
Ｗ
　

　

ど

ヽ

＼   どミ
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1.24号墳石室完掘状況 (西よ
'サ

)



東山古墳群6次調査

図
版
九

聟■・す
■ .・

く

―

曇 す

算

1.24号墳石室・周溝完掘状況 (北より)

2.24号墳床面検出状況 (1)(東より)



東山古墳群6次調査

図
版

一
〇
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一
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■

】
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!強ゝ

1.24号墳床面検出状況 (2)(東よ
',)

許 i鍵
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2.24号墳閉塞状況 (1)(南よ
',)



東山古墳群 6次調査
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東山古墳群6次調査
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版
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東山古墳群6次調査
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図
版
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1.25号 墳遺物出土状況 (西より)
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東山古墳群6次調査
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版
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東山古墳群6次調査

図
版
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東山古墳群6次調査

李
→
=イ

い

ヽ
ふ

ゞ
）
一

刊.SX101・ SX102完掘状況 (北よ
'))

!乳建

餓 ´

11   潔

卜.  テ ■

!藻

r手～
ユ

2.SX司 01遺物出土状況 (北よ
',)



■
′t

,   メ

く笙!〕,「

整 毒≦

東山古墳群6次調査
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東山古墳群6次調査
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東山古墳群6次調査
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1.25号墳 (63～ 65)、 SK102(67)、 SK103(68、 69)、 SX10刊 (70、 71、 99)出 土遺物
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1.SX101出土遺物
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1.20号墳 (123・ 125。 126)、 27号墳石室内 (128・ 130。 132～ 136)、 羨道部 (137)、 周清内 (139～ 141・ 144)出 土遺物
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1.29号墳出土遺物
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1,29号墳 (147)、 その他出土地点不明 (169～ 173)、 出土遺物
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1.東山鳶が森古墳群1次調査地1号墳 (100刊 )、 3号墳 (1002～ 1008)、 4号墳 (1009～ 1018)出土遺物
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1.東山鳶が森古墳群司次調査地6号墳 (刊 019～ 1022)、 2次調査地8号墳 (1023～ 1032)、 出土遺物
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